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5-2-5 植物 

施工時・供用時 

1. 調査 

(1) 調査すべき情報 

以下に示す項目とした。 

 

① 植物相の状況 

② 植生の状況 

③ 重要な種の状況 

④ 重要な群落の状況 

⑤ 植生自然度の状況 

⑥ 指定・規制の状況 

 

(2) 調査地域・地点 

① 既存資料調査 

調査地域は対象事業実施区域及びその周辺とした。 

 

② 現地調査 

調査地域は、図 5-2-5-1 に示す対象事業実施区域及び周辺区域 200m の範囲とした。調

査範囲は 4 地区に区分し、対象事業実施区域を A地区、B地区に、周辺区域を C地区、D

地区とした。また、植生の調査地点は図 5-2-5-2 に示すとおり 42地点とした。 

 

(3) 調査時期 

① 既存資料調査 

既存資料調査の対象とする資料は、入手可能な最新の情報とした。 

 

② 現地調査 

現地調査時期を表 5-2-5-1 に示す。調査時期は植物の生育状況を適切に把握できる時

期を考慮して設定した。 

 

表 5-2-5-1 現地調査時期 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査項目 調査時期 

植物相 早春季 平成 31 年 3 月 27 日～3月 29 日 

春季 令和元年 5月 13 日～5月 15 日 

夏季 令和元年 7月 16 日～7月 19 日 

秋季 令和元年 9月 24 日～9月 27 日 

植生（植物群落） 秋季 令和元年 10 月 1日～10 月 3 日 
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図 5-2-5-1 調査地域（植物） 

※この図は船橋市提供の「平成 28 年船橋市都市計画基礎調査図」を加工して作成した。
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図 5-2-5-2 植生調査地点 

※この図は船橋市提供の「平成 28 年船橋市都市計画基礎調査図」を加工して作成した。
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(4) 調査の基本的な手法 

① 既存資料調査 

植物に関する既存資料調査の基本的手法を表 5-2-5-2 に示す。 

 

表 5-2-5-2 植物に関する既存資料調査における基本的な手法 

調査すべき情報 調査の基本的な手法 

植物相の状況 
「平成 25・26 年 船橋市自然環境調査報告書」（平成 27 年 3月、船橋市）の現地調査に

よって確認された種を対象とした。 

植生の状況 
国や県で作成している資料、博物館・研究団体等で刊行している学術文献、定期刊行物、

公益法人で刊行している資料を対象とした。 

重要な種及び植生の

分布・生育の状況 

【植物相】 

植物相の既存資料調査結果を対象に、「3-1-12 植物の生育及び植生の状況」（P.65～

P.67）に示す重要な種の選定基準に基づき選定した。 

【植生】 

調査地域における重要な群落として、環境省の特定植物群落及び国及び千葉県作成のレ

ッドデータブック（レッドリスト）に基づき選定した。 

指定・規制の状況の

把握 

対象地域の指定・規制に関する既存資料を収集し、指定・規制等に係る関連法令について

まとめた。 

 

② 現地調査 

植物に関する現地調査の基本的手法を表 5-2-5-3 に示す。 

 

表 5-2-5-3(1) 植物に関する現地調査における基本的な手法 

調査すべき情報 調査の基本的な手法 

植物相の把握 植物相の調査は、調査地域を踏査することにより行った。植物相の調査に当たっては、調

査地域の区域ごとに生育する植物の種類（必要に応じて変種・亜種レベル）を調査し、種名

リストを作成した。種名リストには、和名・学名の他に、重要な種に該当するものや帰化植

物又は植栽・逸出を考えられるものについて記述する。また、地域の特性を把握する上で注

目される種についても抽出した。 

現地において同定が難しい種類については、その個体の育成に影響がない範囲で採取し

標本として保存するか、又は写真撮影を行うことにより、種を確定するための資料とした。 

植生の把握 【植物群落の調査】 

植物社会学的方法（全推定法）に基づいた植生調査を実施した。植生調査の調査地点は地

域の植生特性が把握できるように設定した。また、コドラートの面積は群落の組成特性を

把握できる広さとして、草地植生では 25 ㎡（5ｍ×5ｍ）程度、樹林地植生では群落高を 1

辺とする正方形（群落高が 15ｍであれば 225 ㎡（15ｍ×15ｍ）、群落高が 20ｍであれば 400

㎡（20ｍ×20ｍ）を基本とする。ただし、林分の面積が狭い場合などでは隣接する群落の構

成要素が入らないよう方形区の形や面積を適宜設定した。 

得られた植生調査票をもとにして、群落区分を行う。区分された群落ごとに群落断面模

式図を作成し、その特性を解説した。 

【植生図の作成】 

最新の空中写真の判読と現地調査により植生分類を行い、現存植生図を作成する。植生

の分類は、群落調査の結果から得られる群落区分を基礎にし、相観的な要素を加えて決定

する。植生図の縮尺は 1/3000 とした。 

得られた現存植生図から、図上において群落別の面積を測定し、調査地域の植生分布の

特性を把握した。 

【群落構造の調査】 

調査地域における特徴的又は代表的な群落について一定のコドラート（面積は前述のと

おり）を設けて群落構造の調査を実施し、群落の階層構造、現存量、遷移上の位置づけ等を

把握した。 
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表 5-2-5-3(2) 植物に関する現地調査における基本的な手法 

調査すべき情報 調査の基本的な手法 

重要な種の分布・生

育状況の把握 

【重要な種の選定】 

選定された重要な種のうち、調査地域で確認された種については、その生育状況（生育地

の位置、生育環境、群落構造、育成量等）を調査した。 

【重要な群落の選定】 

得られた群落調査の結果から、調査地域における重要な群落を抽出した。抽出に当たっ

ては、国及び千葉県作成のレッドデータブック（レッドリスト）及び地域の調査研究資料等

を参考にするとともに、環境保全上の機能（動物の生息環境も含めた自然環境保全、景観保

全、土砂流出防止、水源涵養等）が高いと考えられる植生群落について考慮した。 

植生自然度の状況の

把握 

得られた群落調査の結果から、植生自然度を判別し、植生自然度図を作成した。 

情報の整理及び解析 以下の図表を作成するなどして得られた情報を整理、解析し、調査地域の植物相、植生、

重要な種・群落等の状況を把握するとともに、可能な限り調査地域の植物相の生物地理的

位置づけや帰化率の分析等を行い地域の特性を把握した。 

・種名リスト 

・重要な種のリストとその分布図 

・地域の特性を把握する上で注目される種の分布図 

・現存植生図 

・群落区分表、群落断面模式図等 

・重要な群落の分布図 

・植生自然度図 

・指定、規制状況図 

・重要な種、群落の写真 

・その他 
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(5) 調査結果 

① 既存資料調査 

ア. 植物相の状況 

対象事業実施区域及び周辺区域の植物相の状況は「3-1-12 植物の生育及び植生の状

況」（P.68）に示したとおりである。 

既存資料によると対象事業実施区域及びその周辺で確認されている植物は 142 科 885

種であった。 

 

イ. 植生の状況 

対象事業実施区域周辺約 2km の範囲における植生の状況は「3-1-12 植物の生育及び

植生の状況」（P.70～P.71）に示したとおりである。 

既存資料によると対象事業実施区域の植生の大部分は水田雑草群落となっている。周

辺部は西側、南側、東側の大部分が市街地となっているが、北側にかけては水田雑草群

落と畑地雑草群落が広がり、斜面部にはクヌギーコナラ群集が帯状に分布している。 

 

ウ. 重要な種の状況 

対象事業実施区域及びその周辺における重要な植物の状況については「3-1-12 植物

の生育及び植生の状況」（P.68～P.69）に示したとおりである。 

既存資料によると対象事業実施区域及びその周辺で確認されている重要な植物は 30

科 47 種であった。 

 

エ. 重要な群落の状況 

対象事業実施区域及びその周辺における重要な群落の状況については「3-1-12 植物

の生育及び植生の状況」（P.70、P.72）に示したとおりである。 

既存資料によると対象事業実施区域には重要な群落はない。周辺には南東方向約 1km

に位置する「船橋八坂神社の周辺の杜」と、南東方向約 4km に位置する「鷺沼古峯神社

の森」が特定植物群落として記載されている。 

 

オ. 植生自然度の状況 

対象事業実施区域及びその周辺における植生自然度の状況に係る資料はない。 

 

カ. 指定・規制の状況 

自然環境の保全に係る指定及び規制の状況は、「3-2-8 環境保全関係法令による指定

及び規制等の状況」（P.123）に示したとおりである。対象事業実施区域及びその周辺に

おいて自然環境保全に係る指定・規制はない。 
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② 現地調査 

ア. 植物相の状況 

現地調査により表 5-2-5-4 及び表 5-2-5-5 に示す 118 科 561 種の植物が確認された。 

分類別に見ると、被子植物が 528 種で最も多く、次いでシダ植物が 26 種、裸子植物

が 7種であった。調査区域別に見ると、対象事業実施区域において 418 種、周辺区域に

おいて 507 種の生育が確認された。 

対象事業実施区域には耕作放棄されて乾いた立地が多く、セイタカアワダチソウやネ

ズミムギ、オオスズメノカタビラ、イヌムギ、シラホシムグラ、アメリカオニアザミ等

の帰化植物やクズ等のツル植物が目立ってみられた。 

調査地域は気候的には暖温帯に位置しており、地形的には低地の占める割合が高く、

海老川や念田川等の小河川が流れ、周辺には標高差の小さい台地が分布している。 

調査地域北東側の台地斜面には、スダジイ、タブノキ、ヤブニッケイ、シロダモ、モ

チノキ、ネズミモチ、アオキ等の常緑広葉樹やベニシダ、オオイタチシダ、イノデ等の

シダ類等の暖地性植物がみられた。 

飯山満川周辺などには湿った環境があり、ヨシ、コガマ、サンカクイ等の抽水植物の

他、イヌスギナ、セリ、イヌビエ、スズメノテッポウ、チゴザサ、アゼナルコ、タマガ

ヤツリ、イヌホタルイ、ヒメヒラテンツキ、カワラスガナ、ヒメミズワラビ、キクモ、

コオニタビラコ等の低茎植物が生育していた。一方、アメリカタカサブロウ、ヒレタゴ

ボウ、ムクゲアカバナ、アメリカキカシグサ等の湿性の帰化植物も目立ってみられた。 

飯山満川等の河川や南側の調整池にはヒメガマ、マコモ、クサヨシ等の抽水植物がみ

られ、北谷津川にはヤナギモ、エビモ等の沈水植物が生育していた。河川内には特定外

来種のオオカワヂシャ、オオフサモ、ナガエツルノゲイトウ等の生育もみられた。 

確認種のうち、帰化種（逸出種を含む）は 190 種であり、帰化率は 33.9％であった。 

 

表 5-2-5-4 植物分類別確認種数 

分類名 科数 種数 帰化種 
対象事業 

実施区域 
周辺区域 

シダ植物 8  26 3 15 23 

裸子植物 5 7 0 2 7 

被子植物 105 528 187 401 477 

合 計 118 科 561 種 190 種 418 種 507 種 
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表 5-2-5-5(1) 植物確認種一覧 

№ 科名 種名 

調査時期 調査地域 

備考 早春 
季 

春季 夏季 秋季 
対象事業 

実施区域 
周辺区域 

ｼﾀﾞ植物 

1 ﾄｸｻ ｽｷﾞﾅ ● ● ● ● ● ●  

2  ｲﾇｽｷﾞﾅ  ● ● ● ● ●  

3  ｲﾇﾄﾞｸｻ   ● ● ● ●  

4 ｶﾆｸｻ ｶﾆｸｻ   ● ● ● ●  

5 ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ ﾜﾗﾋﾞ     ● ● ●  

6 ｲﾉﾓﾄｿｳ ﾎｳﾗｲｼﾀﾞ ● ● ● ●  ● 逸 

7  ﾋﾒﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ       ● ● ●   

8  ﾀﾁｼﾉﾌﾞ ● ● ● ● ● ●   

9  ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ ●   ●    ●   

10  ｲﾉﾓﾄｿｳ ● ● ● ● ● ●   

11  ﾓｴｼﾞﾏｼﾀﾞ ●   ● ● ● ● 逸 

12 ｵｼﾀﾞ ﾅｶﾞﾊﾞﾔﾌﾞｿﾃﾂ ● ● ● ● ●    

13  ｵﾆﾔﾌﾞｿﾃﾂ ● ● ●   ● ●   

14  ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ       ● ● ●   

15  ﾃﾘﾊﾔﾌﾞｿﾃﾂ     ●   ●    

16  ﾔﾏｲﾀﾁｼﾀﾞ ●   ● ●  ●   

17  ﾍﾞﾆｼﾀﾞ ● ● ● ●  ●   

18  ﾄｳｺﾞｸｼﾀﾞ ●        ●   

19  ｵｵｲﾀﾁｼﾀﾞ ● ● ● ●  ●   

20  ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ ● ● ● ●  ●   

21  ｲﾉﾃﾞ ● ● ●    ●   

22 ﾋﾒｼﾀﾞ ﾎｼﾀﾞ ● ● ● ●  ●   

23  ｹﾞｼﾞｹﾞｼﾞｼﾀﾞ   ● ●    ●   

24  ﾋﾒｼﾀﾞ   ● ● ●  ●   

25 ｲﾜﾃﾞﾝﾀﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞ ● ● ● ● ●    

26 ｻﾝｼｮｳﾓ ｱｲｵｵｱｶｳｷｸｻ     ● ● ● ● 帰 

裸子植物 

27 ｲﾁｮｳ ｲﾁｮｳ       ●  ● 栽、逸 

28 ｲﾇｶﾞﾔ ｲﾇｶﾞﾔ       ●  ●   

29 ﾋﾉｷ ﾋﾉｷ ● ● ● ● ● ● 栽 

30  ｻﾜﾗ ● ● ● ● ● ● 栽 

31 ﾏﾂ ﾋﾏﾗﾔｽｷﾞ       ●  ● 栽 

32  ｸﾛﾏﾂ ● ● ●    ●   

33 ﾏｷ ｲﾇﾏｷ     ●    ●   

被子植物 

34 ﾄﾞｸﾀﾞﾐ ﾄﾞｸﾀﾞﾐ ● ● ● ● ● ●   

35  ﾊﾝｹﾞｼｮｳ   ● ● ●   ●   
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表 5-2-5-5(2) 植物確認種一覧 

№ 科名 種名 

調査時期 調査地域 

備考 早春 
季 

春季 夏季 秋季 
対象事業 

実施区域 
周辺区域 

36 ﾓｸﾚﾝ ｺﾌﾞｼ ● ● ● ●   ●   

37 ｸｽﾉｷ ｸｽﾉｷ ● ● ● ● ● ● 栽、逸 

38  ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ ● ● ● ● ● ●   

39  ﾀﾌﾞﾉｷ ● ● ● ● ● ●   

40  ｼﾛﾀﾞﾓ ● ● ● ● ● ●   

41 ｼｮｳﾌﾞ ｼｮｳﾌﾞ   ●   ● ● ●   

42 ｻﾄｲﾓ ｳﾗｼﾏｿｳ ● ● ●     ●   

43  ｶﾗｽﾋﾞｼｬｸ   ● ● ● ● ●   

44  ｱｵｳｷｸｻ     ● ● ● ●   

45  ｺｳｷｸｻ     ●     ●   

46  ﾋﾅｳｷｸｻ     ● ● ● ● 帰 

47  ｳｷｸｻ   ● ● ● ● ●   

48 ｵﾓﾀﾞｶ ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ   ● ● ● ● ●   

49 ﾄﾁｶｶﾞﾐ ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ ●   ● ● ● ● 帰 

50 ﾋﾙﾑｼﾛ ｴﾋﾞﾓ ● ● ●     ●   

51  ﾔﾅｷﾞﾓ     ● ● ● ●   

52 ﾔﾏﾉｲﾓ ﾔﾏﾉｲﾓ     ● ● ● ●   

53  ﾅｶﾞｲﾓ   ● ● ● ● ● 帰 

54  ｵﾆﾄﾞｺﾛ   ● ● ●   ●   

55 ｲﾇｻﾌﾗﾝ ﾎｳﾁｬｸｿｳ   ● ●     ●   

56 ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ   ● ● ●   ●   

57 ﾕﾘ ﾔﾏﾕﾘ     ●     ●   

58  ｵﾆﾕﾘ     ●   ●   栽、逸 

59 ﾗﾝ ﾈｼﾞﾊﾞﾅ     ●     ●   

60 ｱﾔﾒ ﾋﾒﾋｵｳｷﾞｽﾞｲｾﾝ     ●   ● ● 帰 

61  ｷｼｮｳﾌﾞ   ● ● ● ● ● 帰 

62  ｵｵﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ   ● ●     ● 帰 

63  ﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ   ● ●     ● 帰 

64  ｾｯｶﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ   ●       ● 帰 

65 ﾜｽﾚｸﾞｻ ﾔﾌﾞｶﾝｿﾞｳ     ● ● ● ●   

66 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ ﾉﾋﾞﾙ ● ●     ● ●   

67  ﾆﾗ   ● ● ● ● ● 帰 

68  ﾊﾅﾆﾗ ●       ● ● 帰 

69  ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ       ● ● ●   

70  ｽｲｾﾝ ●         ● 帰 

71 ｷｼﾞｶｸｼ ﾂﾙﾎﾞ   ●   ●   ●   

72  ﾔﾌﾞﾗﾝ ●   ● ●   ●   

73  ﾉｼﾗﾝ     ●     ●   

74  ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ ● ● ● ● ● ●   

75  ﾅｶﾞﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ ● ● ● ● ● ●   
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表 5-2-5-5(3) 植物確認種一覧 

№ 科名 種名 

調査時期 調査地域 

備考 早春 
季 

春季 夏季 秋季 
対象事業 

実施区域 
周辺区域 

76 ｷｼﾞｶｸｼ ﾅﾙｺﾕﾘ   ● ●     ●   

77 
 

ｱﾏﾄﾞｺﾛ   ●     ●     

78  ｷﾁｼﾞｮｳｿｳ       ● ●     

79 ﾔｼ ｼｭﾛ ● ● ● ● ● ● 帰 

80 ﾂﾕｸｻ ﾏﾙﾊﾞﾂﾕｸｻ     ● ● ● ●   

81  ﾂﾕｸｻ   ● ● ● ● ●   

82  ｲﾎﾞｸｻ     ● ● ● ●   

83  ﾉﾊｶﾀｶﾗｸｻ ● ● ● ● ● ● 帰 

84 ﾐｽﾞｱｵｲ ｺﾅｷﾞ     ● ● ● ●   

85 ｼｮｳｶﾞ ﾐｮｳｶﾞ   ●     ●   帰 

86 ﾐｸﾘ ｵｵﾐｸﾘ     ●   ● ●   

-  ﾐｸﾘ属の一種   ● ●   ● ●   

87 ｶﾞﾏ ﾋﾒｶﾞﾏ   ● ● ● ● ●   

88  ｶﾞﾏ     ● ● ● ●   

89  ｺｶﾞﾏ     ● ● ● ●   

90 ｲｸﾞｻ ﾋﾒｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ   ●       ●   

91  ｲｸﾞｻ ● ● ● ● ● ●   

92  ｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ   ● ● ● ● ●   

93  ﾎｿｲ   ●   ● ● ●   

94  ｸｻｲ   ● ● ● ● ●   

95  ﾊﾘｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ       ● ●     

96  ｽｽﾞﾒﾉﾔﾘ   ●       ●   

97 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ｳｷﾔｶﾞﾗ     ●   ● ●   

98  ｺｳｷﾔｶﾞﾗ   ● ●   ● ●   

99  ｼﾗｽｹﾞ   ●     ●     

100  ｴﾅｼﾋｺﾞｸｻ   ●       ●   

101  ﾒｱｵｽｹﾞ   ●     ●     

102  ﾋﾒｶﾝｽｹﾞ ●         ●   

103  ｱｾﾞﾅﾙｺ   ●   ● ● ●   

104  ﾊﾏｱｵｽｹﾞ   ●       ●   

105  ﾏｽｸｻ   ●   ● ● ●   

106  ﾋｺﾞｸｻ   ●     ● ●   

107  ﾅｷﾘｽｹﾞ       ●   ●   

108  ｱｵｽｹﾞ ● ●     ● ●   

109  ﾉｹﾞﾇｶｽｹﾞ ● ●       ●   

110  ﾎﾝﾓﾝｼﾞｽｹﾞ   ●       ●   

111  ﾁｬｶﾞﾔﾂﾘ     ● ● ● ●   

112  ｱｲﾀﾞｸｸﾞ     ●     ●   

113  ﾋﾒｸｸﾞ     ● ● ● ●   

114  ﾀﾏｶﾞﾔﾂﾘ     ● ● ● ●   

115  ﾋﾅｶﾞﾔﾂﾘ     ● ● ● ●   
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表 5-2-5-5(4) 植物確認種一覧 

№ 科名 種名 

調査時期 調査地域 

備考 早春 
季 

春季 夏季 秋季 
対象事業 

実施区域 
周辺区域 

116 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ｱｾﾞｶﾞﾔﾂﾘ     ● ● ● ●   

117  ﾇﾏｶﾞﾔﾂﾘ       ● ●     

118  ｺｺﾞﾒｶﾞﾔﾂﾘ     ● ● ● ●   

119  ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ     ● ● ● ●   

120  ｱｵｶﾞﾔﾂﾘ     ● ● ● ●   

121  ﾊﾏｽｹﾞ     ● ● ● ●   

122  ｶﾜﾗｽｶﾞﾅ       ● ● ●   

123  ﾏﾂﾊﾞｲ       ●   ●   

124  ｸﾛｸﾞﾜｲ     ● ● ●     

125  ﾋﾒﾋﾗﾃﾝﾂｷ       ● ● ●   

126  ﾃﾝﾂｷ       ● ●     

127  ﾋﾃﾞﾘｺ       ● ● ●   

128  ｱｾﾞﾃﾝﾂｷ     ● ● ●     

129  ﾎﾀﾙｲ       ● ●     

130  ｲﾇﾎﾀﾙｲ     ● ● ● ●   

131  ｶﾝｶﾞﾚｲ       ● ●     

132  ｻﾝｶｸｲ     ● ● ● ●   

133  ﾏﾂｶｻｽｽｷ       ●   ●   

134 ｲﾈ ｺﾇｶｸﾞｻ     ●     ● 帰 

135  ﾉﾊﾗｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ   ●       ●   

136  ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ ● ●     ● ●   

137  ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ       ● ● ● 帰 

138  ｺﾌﾞﾅｸﾞｻ     ● ● ● ●   

139  ｶﾗｽﾑｷﾞ   ●       ● 帰 

140  ｺﾊﾞﾝｿｳ   ●     ● ● 帰 

141  ﾋﾒｺﾊﾞﾝｿｳ   ●       ● 帰 

142  ｲﾇﾑｷﾞ ● ●     ● ● 帰 

143  ﾋｹﾞﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾉﾁｬﾋｷ   ● ●   ● ● 帰 

144  ｽｽﾞﾒﾉﾁｬﾋｷ   ● ●   ● ●   

145  ﾔﾏｱﾜ     ● ● ● ●   

146  ｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾏ       ● ● ● 帰 

147  ｷﾞｮｳｷﾞｼﾊﾞ   ● ● ● ● ●   

148  ｶﾓｶﾞﾔ   ● ●   ● ● 帰 

149  ﾒﾋｼﾊﾞ     ● ● ● ●   

150  ｱｷﾒﾋｼﾊﾞ       ● ● ●   

151  ｹｲﾇﾋﾞｴ       ● ●     

152  ｲﾇﾋﾞｴ     ● ● ● ●   

153  ﾋﾒｲﾇﾋﾞｴ       ● ● ●   

154  ﾀｲﾇﾋﾞｴ     ● ● ● ●   

155  ｵﾋｼﾊﾞ     ● ● ● ●   
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表 5-2-5-5(5) 植物確認種一覧 

№ 科名 種名 

調査時期 調査地域 

備考 早春 
季 

春季 夏季 秋季 
対象事業 

実施区域 
周辺区域 

156 ｲﾈ ｱｵｶﾓｼﾞｸﾞｻ ● ●     ● ●   

157  ｶﾓｼﾞｸﾞｻ ● ●     ● ●   

158  ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ       ● ● ● 帰 

159  ｶｾﾞｸｻ       ● ● ●   

160  ｺｽｽﾞﾒｶﾞﾔ     ● ● ● ● 帰 

161  ﾆﾜﾎｺﾘ     ● ● ● ●   

162  ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ   ●   ● ● ● 帰 

163  ｳｼﾉｼｯﾍﾟｲ       ●   ●   

164  ﾑｷﾞｸｻ   ● ●   ● ● 帰 

165  ﾁｶﾞﾔ   ●   ● ● ●   

166  ﾁｺﾞｻﾞｻ     ● ● ● ●   

167  ｱｼｶｷ       ● ● ●   

168  ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ       ● ●     

169  ｱｾﾞｶﾞﾔ       ●   ●   

170  ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ   ●     ● ● 帰 

171  ｱｼﾎﾞｿ       ● ● ●   

172  ｵｷﾞ   ● ● ● ● ●   

173  ｽｽｷ   ● ● ● ● ●   

174  ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ     ● ● ● ●   

175  ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ   ● ● ● ● ●   

176  ﾇｶｷﾋﾞ       ● ● ●   

177  ｵｵｸｻｷﾋﾞ       ● ● ● 帰 

178  ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ     ● ● ● ● 帰 

179  ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ     ● ● ● ● 帰 

180  ｽｽﾞﾒﾉﾋｴ       ● ● ●   

181  ﾀﾁｽｽﾞﾒﾉﾋｴ     ●     ● 帰 

182  ﾁｶﾗｼﾊﾞ       ● ● ●   

183  ｸｻﾖｼ   ● ● ● ● ●   

184  ｶﾅﾘｰｸｻﾖｼ   ●       ● 帰 

185  ﾖｼ   ● ● ● ● ●   

186  ﾓｳｿｳﾁｸ     ●     ● 帰 

187  ﾊﾁｸ   ● ●     ● 栽 

188  ﾏﾀﾞｹ ● ● ● ● ● ● 帰 

189  ｱｽﾞﾏﾈｻﾞｻ ● ● ● ● ● ●   

190  ﾒﾀﾞｹ     ● ● ● ●   

191  ﾐｿﾞｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ ● ●     ● ●   

192  ｱｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ ●       ● ● 帰 

193  ｵｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ   ●     ● ● 帰 

194  ﾀﾏｵｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ   ●     ● ● 帰 

195  ﾋｴｶﾞｴﾘ   ●     ● ●   
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表 5-2-5-5(6) 植物確認種一覧 

№ 科名 種名 

調査時期 調査地域 

備考 早春 
季 

春季 夏季 秋季 
対象事業 

実施区域 
周辺区域 

196 ｲﾈ ﾐﾉﾎﾞﾛﾓﾄﾞｷ   ●       ● 帰 

197  ﾅﾘﾋﾗﾀﾞｹ   ●     ● ● 栽 

198  ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ     ● ● ● ●   

199  ｺﾂﾌﾞｷﾝｴﾉｺﾛ     ● ● ● ●   

200  ｷﾝｴﾉｺﾛ       ● ● ●   

201  ｴﾉｺﾛｸﾞｻ     ● ● ● ●   

202  ｵｵｴﾉｺﾛ     ● ● ● ●   

203  ｾｲﾊﾞﾝﾓﾛｺｼ     ● ● ● ● 帰 

204  ﾈｽﾞﾐﾉｵ       ●   ●   

205  ﾑﾗｻｷﾈｽﾞﾐﾉｵ     ● ● ● ●   

206  ﾅｷﾞﾅﾀｶﾞﾔ     ●   ● ● 帰 

207  ﾏｺﾓ   ● ● ● ● ●   

208  ｼﾊﾞ   ● ● ● ● ●   

209 ｹｼ ｸｻﾉｵｳ ● ● ●   ● ●   

210 ｹﾏﾝｿｳ ﾑﾗｻｷｹﾏﾝ   ●     ●     

211 ｹｼ ﾀｹﾆｸﾞｻ     ● ●   ●   

212  ﾅｶﾞﾐﾋﾅｹﾞｼ ● ●     ● ● 帰 

213 ｱｹﾋﾞ ｱｹﾋﾞ ● ● ● ● ● ●   

214  ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ ● ● ● ●   ●   

215  ｺﾞﾖｳｱｹﾋﾞ ● ● ●   ● ●   

216 ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ   ● ● ● ● ●   

217 ﾒｷﾞ ﾎｿﾊﾞﾋｲﾗｷﾞﾅﾝﾃﾝ     ●     ● 逸 

218  ﾅﾝﾃﾝ     ● ●   ● 帰 

219 ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ ｾﾝﾆﾝｿｳ   ● ● ● ● ●   

220  ｹｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ ● ● ●   ● ●   

221  ﾀｶﾞﾗｼ ● ● ●   ● ●   

222  ﾋﾒｳｽﾞ ● ●       ●   

223  ｱｷｶﾗﾏﾂ   ● ● ●   ●   

224 ｽｸﾞﾘ ﾔﾌﾞｻﾝｻﾞｼ ●         ●   

225 ﾕｷﾉｼﾀ ﾕｷﾉｼﾀ ●     ● ●   逸 

226 ﾍﾞﾝｹｲｿｳ ｺﾓﾁﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ ● ● ● ● ● ●   

227  ﾀｲﾄｺﾞﾒ     ●     ●   

228  ｵｶﾀｲﾄｺﾞﾒ     ●     ●   

229  ｵﾉﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ     ●     ● 帰 

230  ﾂﾙﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ   ● ● ● ● ● 帰 

231 ﾀｺﾉｱｼ ﾀｺﾉｱｼ   ●     ●     

232 ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ ｵｵﾌｻﾓ ●   ●   ● ● 帰 

233 ﾌﾞﾄﾞｳ ﾉﾌﾞﾄﾞｳ   ● ● ● ● ●   

234  ﾔﾌﾞｶﾗｼ   ● ● ● ● ●   

235  ﾂﾀ ● ● ● ● ● ●   
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表 5-2-5-5(7) 植物確認種一覧 

№ 科名 種名 

調査時期 調査地域 

備考 早春 
季 

春季 夏季 秋季 
対象事業 

実施区域 
周辺区域 

236 ﾌﾞﾄﾞｳ ｴﾋﾞﾂﾞﾙ   ● ● ● ● ●   

237 ﾏﾒ ｸｻﾈﾑ     ● ● ●     

238  ﾈﾑﾉｷ     ● ●   ●   

239  ﾔﾌﾞﾏﾒ   ● ● ● ● ●   

240  ｱﾚﾁﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ     ● ●   ● 帰 

241  ﾂﾙﾏﾒ     ● ● ● ●   

242  ﾏﾙﾊﾞﾔﾊｽﾞｿｳ     ● ● ●     

243  ﾔﾊｽﾞｿｳ     ● ● ● ●   

244  ﾒﾄﾞﾊｷﾞ     ● ● ● ●   

245  ﾈｺﾊｷﾞ     ●   ● ●   

246  ﾐﾔｺｸﾞｻ     ●   ●     

247  ｺﾒﾂﾌﾞｳﾏｺﾞﾔｼ   ● ●   ● ● 帰 

248  ｼﾅｶﾞﾜﾊｷﾞ     ● ● ● ● 帰 

249  ｸｽﾞ   ● ● ● ● ●   

250  ﾀﾝｷﾘﾏﾒ   ● ● ●   ●   

251  ｸｽﾀﾞﾏﾂﾒｸｻ   ●       ● 帰 

252  ｺﾒﾂﾌﾞﾂﾒｸｻ   ●     ● ● 帰 

253  ﾑﾗｻｷﾂﾒｸｻ ● ● ● ● ● ● 帰 

254  ｼﾛﾂﾒｸｻ ● ● ● ● ● ● 帰 

255  ｽｽﾞﾒﾉｴﾝﾄﾞｳ ●       ●     

256  ﾔﾊｽﾞｴﾝﾄﾞｳ ● ●   ● ● ●   

257  ﾔﾌﾞﾂﾙｱｽﾞｷ     ● ● ● ●   

258  ﾌｼﾞ   ● ● ● ● ●   

259 ﾊﾞﾗ ｵｵｼﾏｻﾞｸﾗ ●         ●   

260  ｿﾒｲﾖｼﾉ       ● ●   栽 

261  ﾋﾞﾜ ● ● ● ● ● ● 帰 

262  ｲﾇｻﾞｸﾗ ● ● ●     ●   

263  ﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ ● ● ● ● ● ●   

264  ｵｷｼﾞﾑｼﾛ ● ● ● ● ● ● 帰 

265  ｶﾏﾂｶ   ●       ●   

266  ﾀﾁﾊﾞﾅﾓﾄﾞｷ ● ● ●   ● ● 栽 

267  ﾄｷﾜｻﾝｻﾞｼ   ● ● ● ● ● 逸 

268  ｶｻﾞﾝﾃﾞﾏﾘ     ●     ● 逸 

269  ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ ● ● ● ●   ●   

270  ｼﾛﾔﾏﾌﾞｷ     ●     ● 逸 

271  ﾃﾘﾊﾉｲﾊﾞﾗ ● ● ● ● ● ●   

272  ﾉｲﾊﾞﾗ ● ● ● ● ● ●   

273  ﾅﾜｼﾛｲﾁｺﾞ   ● ● ● ● ●   

274  ﾕｷﾔﾅｷﾞ ●       ●   帰 

275 ｸﾞﾐ ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ   ●     ●     
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表 5-2-5-5(8) 植物確認種一覧 

№ 科名 種名 

調査時期 調査地域 

備考 早春 
季 

春季 夏季 秋季 
対象事業 

実施区域 
周辺区域 

276 ﾆﾚ ｹﾔｷ ● ● ● ● ● ●   

277 ｱｻ ﾑｸﾉｷ ● ● ● ● ● ●   

278  ｴﾉｷ ● ● ● ● ● ●   

279  ｶﾅﾑｸﾞﾗ   ● ● ● ● ●   

280 ｸﾜ ﾋﾒｺｳｿﾞ   ● ●   ● ●   

281  ｸﾜｸｻ     ● ● ● ●   

282  ﾏｸﾞﾜ   ●       ● 栽 

283  ﾔﾏｸﾞﾜ   ●   ● ● ●   

284 ｲﾗｸｻ ﾄｳｺﾞｸﾔﾌﾞﾏｵ     ●   ● ●   

285  ﾔﾌﾞﾏｵ     ● ● ● ●   

286  ｶﾗﾑｼ   ● ● ● ● ●   

287  ｱｵﾐｽﾞ     ● ● ● ●   

288 ﾌﾞﾅ ｸﾘ     ●   ●     

289  ｽﾀﾞｼﾞｲ ●   ● ●   ●   

290  ｱｶｶﾞｼ ● ● ● ●   ●   

291  ｸﾇｷﾞ   ● ● ●   ●   

292  ｼﾗｶｼ ● ● ● ●   ●   

293  ｺﾅﾗ ● ● ● ●   ●   

294 ｸﾙﾐ ｵﾆｸﾞﾙﾐ     ● ● ● ●   

295  ｼﾅｻﾜｸﾞﾙﾐ ● ● ● ● ● ● 栽、逸 

296 ｶﾊﾞﾉｷ ｲﾇｼﾃﾞ   ● ● ●   ●   

297  ﾊｼﾊﾞﾐ   ●     ● ●   

298 ｳﾘ ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ   ●       ●   

299  ｽｽﾞﾒｳﾘ     ● ● ● ●   

300  ｱﾚﾁｳﾘ     ● ● ● ● 帰 

301  ｶﾗｽｳﾘ     ● ● ● ●   

302  ｷｶﾗｽｳﾘ     ● ● ● ●   

303 ﾆｼｷｷﾞ ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ   ● ● ●   ●   

304  ﾏｻｷ ● ● ● ● ● ●   

305  ﾏﾕﾐ ● ● ● ● ● ●   

306  ｶﾝﾄｳﾏﾕﾐ   ●       ●   

307 ｶﾀﾊﾞﾐ ｲﾓｶﾀﾊﾞﾐ   ● ●   ● ● 帰 

308  ｶﾀﾊﾞﾐ   ● ● ● ● ●   

309  ﾑﾗｻｷｶﾀﾊﾞﾐ   ● ●   ● ● 帰 

310  ｵｯﾀﾁｶﾀﾊﾞﾐ   ● ● ● ● ● 帰 

311 ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ ｴﾉｷｸﾞｻ     ● ● ● ●   

312  ｵｵﾊﾞﾍﾞﾆｶﾞｼﾜ   ● ●   ●   逸 

313  ﾆｼｷｿｳ     ● ● ● ●   

314  ｺﾆｼｷｿｳ     ● ● ● ● 帰 

315  ｵｵﾆｼｷｿｳ     ● ● ● ● 帰 
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表 5-2-5-5(9) 植物確認種一覧 

№ 科名 種名 

調査時期 調査地域 

備考 早春 
季 

春季 夏季 秋季 
対象事業 

実施区域 
周辺区域 

316 ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ ｱﾚﾁﾆｼｷｿｳ     ● ● ● ● 帰 

317  ｱｶﾒｶﾞｼﾜ   ● ● ● ● ●   

318  ﾄｳｺﾞﾏ       ● ● ● 帰 

319  ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ     ●   ●   帰 

320 ﾐｶﾝｿｳ ｺﾐｶﾝｿｳ       ● ●     

321  ﾅｶﾞｴｺﾐｶﾝｿｳ     ● ●   ● 帰 

322 ﾔﾅｷﾞ ｼﾀﾞﾚﾔﾅｷﾞ ●   ● ● ● ● 栽、逸 

323  ﾏﾙﾊﾞﾔﾅｷﾞ   ● ● ● ● ●   

324  ﾈｺﾔﾅｷﾞ       ●   ● 栽 

325  ｲﾇｺﾘﾔﾅｷﾞ ●         ●   

326  ｶﾜﾔﾅｷﾞ ● ● ● ● ● ●   

327  ﾀﾁﾔﾅｷﾞ ● ● ● ● ● ●   

328 ｽﾐﾚ ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ ●   ●     ●   

329  ﾋﾒｽﾐﾚ   ●       ●   

330 ﾌｳﾛｿｳ ｱﾒﾘｶﾌｳﾛ ● ●     ● ● 帰 

331  ｹﾞﾝﾉｼｮｳｺ ● ● ● ● ● ●   

332 ﾐｿﾊｷﾞ ｼﾏﾐｿﾊｷﾞ       ● ●   帰 

333  ﾎｿﾊﾞﾋﾒﾐｿﾊｷﾞ       ● ● ● 帰 

334  ﾐｿﾊｷﾞ     ●   ● ●   

335  ｱﾒﾘｶｷｶｼｸﾞｻ       ● ● ● 帰 

336 ｱｶﾊﾞﾅ ﾉﾀﾞｱｶﾊﾞﾅ       ● ● ● 帰 

337  ﾑｸｹﾞｱｶﾊﾞﾅ     ● ● ● ● 帰 

338  ｱｶﾊﾞﾅ     ● ● ● ●   

339  ﾋﾚﾀｺﾞﾎﾞｳ     ● ● ● ● 帰 

340  ﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ     ● ● ● ●   

341  ｳｽｹﾞﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ     ● ● ● ●   

342  ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ   ● ● ● ● ● 帰 

343  ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ ● ● ● ● ● ● 帰 

344  ﾕｳｹﾞｼｮｳ ● ● ● ● ● ● 帰 

345  ﾋﾙｻﾞｷﾂｷﾐｿｳ   ●       ● 帰 

346 ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ ｺﾞﾝｽﾞｲ   ●   ●   ●   

347 ｳﾙｼ ﾇﾙﾃﾞ   ● ● ● ● ●   

348  ﾊｾﾞﾉｷ   ● ● ● ● ●   

349 ﾐｶﾝ ｻﾝｼｮｳ   ● ●     ●   

350 ﾆｶﾞｷ ﾆﾜｳﾙｼ     ●   ●   帰 

351  ﾆｶﾞｷ   ● ● ●   ●   

352 ｾﾝﾀﾞﾝ ｾﾝﾀﾞﾝ     ●   ●   逸 

353 ｱｵｲ ｲﾁﾋﾞ     ●   ●   帰 

354  ｾﾞﾆｱｵｲ   ● ●   ● ● 帰 

355  ｾﾞﾆﾊﾞｱｵｲ   ● ●   ● ● 帰 
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表 5-2-5-5(10) 植物確認種一覧 

№ 科名 種名 

調査時期 調査地域 

備考 早春 
季 

春季 夏季 秋季 
対象事業 

実施区域 
周辺区域 

356 ｱｵｲ ｱｵｷﾞﾘ   ●       ● 逸 

357 ｱﾌﾞﾗﾅ ｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅ ●         ● 帰 

358  ｶﾗｼﾅ ● ●     ● ● 帰 

359  ｾｲﾖｳｱﾌﾞﾗﾅ ● ●     ● ● 帰 

360  ﾅｽﾞﾅ ● ●     ● ●   

361  ﾐﾁﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ ●       ● ● 帰 

362  ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ ● ● ● ● ● ●   

363  ｶﾗｸｻﾅｽﾞﾅ   ●     ●   帰 

364  ﾏﾒｸﾞﾝﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ   ● ● ● ● ● 帰 

365  ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ ● ● ● ● ● ● 帰 

366  ｼｮｶﾂｻｲ ● ●     ● ● 帰 

367  ｲﾇｶﾞﾗｼ   ● ●   ● ●   

368  ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞｳ   ● ● ● ● ●   

369 ﾀﾃﾞ ｲﾀﾄﾞﾘ   ● ● ● ● ●   

370  ﾋﾒﾂﾙｿﾊﾞ ● ● ● ● ● ● 帰 

371  ﾐｽﾞﾋｷ   ● ● ●   ●   

372  ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ       ● ● ●   

373  ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ     ● ● ● ● 帰 

374  ｲﾇﾀﾃﾞ     ● ● ● ●   

375  ｲｼﾐｶﾜ   ● ● ● ● ●   

376  ｱｷﾉｳﾅｷﾞﾂｶﾐ   ● ● ● ● ●   

377  ﾐｿﾞｿﾊﾞ     ● ● ● ●   

378  ﾐﾁﾔﾅｷﾞ ● ● ● ● ● ●   

379  ｽｲﾊﾞ   ●     ● ●   

380  ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ     ●   ● ● 帰 

381  ﾅｶﾞﾊﾞｷﾞｼｷﾞｼ   ●   ● ● ● 帰 

382  ｷﾞｼｷﾞｼ   ● ●   ● ●   

383  ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ ● ● ● ● ● ● 帰 

384 ﾅﾃﾞｼｺ ﾉﾐﾉﾂﾂﾞﾘ ● ●     ● ●   

385  ﾐﾐﾅｸﾞｻ     ●   ●     

386  ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ ● ●     ● ● 帰 

387  ﾐﾁﾊﾞﾀﾅﾃﾞｼｺ   ●     ● ● 帰 

388  ﾂﾒｸｻ   ●     ● ●   

389  ﾊﾏﾂﾒｸｻ   ●     ● ●   

390  ﾏﾝﾃﾏ   ●       ● 帰 

391  ｳｼﾊｺﾍﾞ ● ● ● ● ● ●   

392  ｺﾊｺﾍﾞ ● ●     ● ● 帰 

393  ﾐﾄﾞﾘﾊｺﾍﾞ ● ● ●   ● ●   

394  ｲﾇｺﾊｺﾍﾞ ●       ● ● 帰 

395  ﾉﾐﾉﾌｽﾏ ● ●     ● ●   
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表 5-2-5-5(11) 植物確認種一覧 

№ 科名 種名 

調査時期 調査地域 

備考 早春 
季 

春季 夏季 秋季 
対象事業 

実施区域 
周辺区域 

396 ﾋﾕ ｼﾛｻﾞ   ● ● ● ● ● 帰 

397  ｱｶｻﾞ     ●   ●   帰 

398  ｱﾘﾀｿｳ     ● ● ●   帰 

399  ｺｱｶｻﾞ   ● ●   ● ● 帰 

400  ｺﾞｳｼｭｳｱﾘﾀｿｳ   ● ● ● ● ● 帰 

401  ﾋﾅﾀｲﾉｺﾂﾞﾁ       ● ● ●   

402  ｲﾉｺﾂﾞﾁ       ●   ●   

403  ﾅｶﾞｴﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ   ● ● ● ●   帰 

404  ｲﾇﾋﾞﾕ     ● ● ●   帰 

405  ﾎｿｱｵｹﾞｲﾄｳ       ● ● ● 帰 

406  ﾎﾅｶﾞｲﾇﾋﾞﾕ     ● ● ● ● 帰 

407 ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ   ● ● ● ● ● 帰 

408 ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ     ● ● ● ● 帰 

409 ｻﾞｸﾛｿｳ ｻﾞｸﾛｿｳ     ● ● ● ●   

410 ｽﾍﾞﾘﾋﾕ ｽﾍﾞﾘﾋﾕ     ● ● ● ●   

411  ﾊｾﾞﾗﾝ     ● ●   ● 帰 

412 ﾐｽﾞｷ ﾐｽﾞｷ   ●   ●   ●   

413 ｱｼﾞｻｲ ｳﾂｷﾞ   ● ● ● ● ●   

414 ﾓｯｺｸ ﾋｻｶｷ ● ● ● ●   ●   

415  ﾓｯｺｸ       ●   ●   

416 ｶｷﾉｷ ｶｷﾉｷ   ● ● ● ● ● 帰 

417 ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ ﾏﾝﾘｮｳ       ●   ●   

418  ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ ●   ● ●   ●   

419  ｵｶﾄﾗﾉｵ     ●     ●   

420  ｺﾅｽﾋﾞ   ● ● ● ● ●   

421 ﾂﾊﾞｷ ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ ● ● ● ●   ●   

422 ﾊｲﾉｷ ｻﾜﾌﾀｷﾞ   ●       ●   

423 ｴｺﾞﾉｷ ｴｺﾞﾉｷ   ● ●     ●   

424 ｱｵｷ ｱｵｷ ● ● ● ● ● ●   

425 ｱｶﾈ ｼﾗﾎｼﾑｸﾞﾗ   ●     ● ● 帰 

426  ﾔｴﾑｸﾞﾗ   ●     ● ●   

427  ﾌﾀﾊﾞﾑｸﾞﾗ       ● ●     

428  ﾊｼｶｸﾞｻ     ● ● ● ●   

429  ﾍｸｿｶｽﾞﾗ   ● ● ● ● ●   

430  ｱｶﾈ   ● ● ● ● ●   

431 ﾘﾝﾄﾞｳ ﾊﾅﾊﾏｾﾝﾌﾞﾘ     ●   ●   帰 

432 ｷｮｳﾁｸﾄｳ ﾂﾙﾆﾁﾆﾁｿｳ ● ● ● ● ● ● 帰 

433  ｶﾞｶﾞｲﾓ   ● ● ● ● ●   

434 ﾑﾗｻｷ ﾊﾅｲﾊﾞﾅ     ● ● ● ●   

435  ﾉﾊﾗﾑﾗｻｷ   ●       ● 帰 
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表 5-2-5-5(12) 植物確認種一覧 

№ 科名 種名 

調査時期 調査地域 

備考 早春 
季 

春季 夏季 秋季 
対象事業 

実施区域 
周辺区域 

436 ﾑﾗｻｷ ﾋﾚﾊﾘｿｳ       ●   ● 帰 

437  ｷｭｳﾘｸﾞｻ ● ● ● ● ● ●   

438 ﾋﾙｶﾞｵ ｺﾋﾙｶﾞｵ   ● ● ● ● ●   

439  ﾋﾙｶﾞｵ     ●   ●     

440  ﾏﾙﾊﾞﾙｺｳ       ●   ● 帰 

441  ﾏﾙﾊﾞｱﾒﾘｶｱｻｶﾞｵ       ● ● ● 帰 

442  ﾏﾒｱｻｶﾞｵ       ● ● ● 帰 

443 ﾅｽ ｸｺ ● ● ● ● ● ● 帰 

444  ﾜﾙﾅｽﾋﾞ     ● ● ● ● 帰 

445  ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ ● ● ● ● ● ●   

446  ｲﾇﾎｵｽﾞｷ     ● ● ● ● 帰 

447 ﾓｸｾｲ ｼﾏﾄﾈﾘｺ       ●   ● 逸 

448  ﾈｽﾞﾐﾓﾁ ● ● ● ● ● ●   

449  ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ ● ● ● ● ● ● 栽、逸 

450  ｲﾎﾞﾀﾉｷ   ● ●   ● ●   

451  ｵｵﾊﾞｲﾎﾞﾀ   ● ● ●   ●   

452  ﾋｲﾗｷﾞ       ● ●     

453 ｵｵﾊﾞｺ ﾂﾀﾊﾞｳﾝﾗﾝ ● ● ● ● ● ● 帰 

454  ｷｸﾓ       ● ●     

455  ｵｵｶﾜﾁﾞｼｬ ● ●     ● ● 帰 

456  ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ ● ●     ● ● 帰 

457  ﾌﾗｻﾊﾞｿｳ ● ●     ● ● 帰 

458  ﾑｼｸｻ ● ●     ● ●   

459  ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ ● ●     ● ● 帰 

460  ｶﾜﾁﾞｼｬ ● ●     ● ●   

461  ｵｵﾊﾞｺ ● ● ● ● ● ●   

462  ﾍﾗｵｵﾊﾞｺ ● ● ● ● ● ● 帰 

463  ｾｲﾖｳｵｵﾊﾞｺ       ●   ● 帰 

464  ﾂﾎﾞﾐｵｵﾊﾞｺ   ●     ● ● 帰 

465 ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ ﾋﾞﾛｰﾄﾞﾓｳｽﾞｲｶ ● ● ● ● ● ● 帰 

466 ｱｾﾞﾅ ｳﾘｸｻ       ● ●     

467  ﾀｹﾄｱｾﾞﾅ     ● ● ● ● 帰 

468  ｱﾒﾘｶｱｾﾞﾅ     ● ● ● ● 帰 

469  ｱｾﾞﾅ     ● ● ● ●   

470 ｼｿ ｺﾑﾗｻｷ     ●   ●   逸 

471  ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ   ● ● ●   ●   

472  ﾎﾞﾀﾝｸｻｷﾞ     ●     ● 帰 

473  ｸｻｷﾞ   ● ● ● ● ●   

474  ﾄｳﾊﾞﾅ   ●       ●   

475  ｶｷﾄﾞｵｼ ● ● ● ● ● ●   
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表 5-2-5-5(13) 植物確認種一覧 

№ 科名 種名 

調査時期 調査地域 

備考 早春 
季 

春季 夏季 秋季 
対象事業 

実施区域 
周辺区域 

476 ｼｿ ﾎﾄｹﾉｻﾞ ● ● ●   ● ●   

477  ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ ● ●     ● ● 帰 

478  ﾊｯｶ   ● ● ● ● ●   

479  ｵﾗﾝﾀﾞﾊｯｶ     ●     ● 帰 

480  ﾏﾙﾊﾞﾊｯｶ     ● ● ● ● 帰 

481  ﾋﾒｼﾞｿ       ● ● ●   

482  ｲﾇｺｳｼﾞｭ     ●     ●   

483  ｼｿ     ●   ●   逸 

484  ｴｺﾞﾏ       ● ● ● 逸 

485  ﾆｶﾞｸｻ     ●     ●   

486 ｻｷﾞｺﾞｹ ﾄｷﾜﾊｾﾞ ● ● ● ● ● ●   

487 ﾊﾏｳﾂﾎﾞ ﾔｾｳﾂﾎﾞ   ●     ● ● 帰 

488 ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ     ● ● ●     

489 ｸﾏﾂﾂﾞﾗ ﾔﾅｷﾞﾊﾅｶﾞｻ   ● ●   ● ● 帰 

490  ｱﾚﾁﾊﾅｶﾞｻ   ● ● ● ● ● 帰 

491  ﾀﾞｷﾊﾞｱﾚﾁﾊﾅｶﾞｻ     ●     ● 帰 

492 ﾓﾁﾉｷ ｲﾇﾂｹﾞ ●         ●   

493  ﾓﾁﾉｷ ● ● ● ●   ●   

494  ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ ●   ●     ●   

495 ｷｷｮｳ ﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ   ● ● ●   ●   

496 ｷｸ ﾏﾙﾊﾞﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ     ●     ● 帰 

497  ﾌﾞﾀｸｻ     ●     ● 帰 

498  ｵｵﾌﾞﾀｸｻ   ● ● ● ● ● 帰 

499  ﾖﾓｷﾞ ● ● ● ● ● ●   

500  ﾕｳｶﾞｷﾞｸ     ● ●   ●   

501  ﾋﾛﾊﾎｳｷｷﾞｸ       ● ● ● 帰 

502  ｶﾝﾄｳﾖﾒﾅ     ● ● ● ●   

503  ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ   ● ● ● ● ● 帰 

504  ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ       ● ● ● 帰 

505  ﾀｳｺｷﾞ     ● ● ● ●   

506  ﾄｷﾝｿｳ   ● ● ● ● ●   

507  ｱﾒﾘｶｵﾆｱｻﾞﾐ   ● ● ● ● ● 帰 

508  ｱﾚﾁﾉｷﾞｸ     ●   ● ● 帰 

509  ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ   ● ● ● ● ● 帰 

510  ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ   ● ● ● ● ● 帰 

511  ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸ   ● ●   ●   帰 

512  ﾊﾙｼｬｷﾞｸ     ●     ● 帰 

513  ﾏﾒｶﾐﾂﾚ   ●       ● 帰 

514  ﾍﾞﾆﾊﾞﾅﾎﾞﾛｷﾞｸ     ● ● ● ● 帰 

515  ｱﾒﾘｶﾀｶｻﾌﾞﾛｳ       ● ● ● 帰 
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表 5-2-5-5(14) 植物確認種一覧 

№ 科名 種名 

調査時期 調査地域 

備考 早春 
季 

春季 夏季 秋季 
対象事業 

実施区域 
周辺区域 

516 ｷｸ ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ       ●   ●   

517  ﾀﾞﾝﾄﾞﾎﾞﾛｷﾞｸ       ● ●   帰 

518  ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ   ● ● ● ● ● 帰 

519  ﾍﾟﾗﾍﾟﾗﾖﾒﾅ   ● ●     ● 帰 

520  ﾊﾙｼﾞｵﾝ ● ● ● ● ● ● 帰 

521  ﾊｷﾀﾞﾒｷﾞｸ   ● ● ● ● ● 帰 

522  ﾎｿﾊﾞﾉﾁﾁｺｸﾞｻﾓﾄﾞｷ   ● ●   ● ● 帰 

523  ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ ● ● ● ● ● ● 帰 

524  ﾁﾁｺｸﾞｻﾓﾄﾞｷ ● ● ● ● ● ● 帰 

525  ﾊﾊｺｸﾞｻ   ● ●   ● ●   

526  ｾｲﾀｶﾊﾊｺｸﾞｻ ● ● ● ● ● ● 帰 

527  ｷｸｲﾓ       ● ● ● 帰 

528  ｷﾂﾈｱｻﾞﾐ ● ●     ● ●   

529  ﾌﾞﾀﾅ   ● ● ● ● ● 帰 

530  ｵｵｼﾞｼﾊﾞﾘ ● ● ● ● ● ●   

531  ｱｷﾉﾉｹﾞｼ   ● ● ● ● ●   

532  ｺｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ   ●     ● ●   

533  ﾌｷ ● ● ● ● ● ●   

534  ｺｳｿﾞﾘﾅ   ●     ●     

535  ﾉﾎﾞﾛｷﾞｸ ● ● ●   ● ● 帰 

536  ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ ● ● ● ● ● ● 帰 

537  ｵﾆﾉｹﾞｼ ● ● ● ● ● ● 帰 

538  ﾉｹﾞｼ ● ● ● ● ● ●   

539  ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ● ●   ● ● ● 帰 

540  ｶﾝﾄｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ   ● ●   ● ●   

541  ｵｵｵﾅﾓﾐ       ● ● ● 帰 

542  ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ   ●     ● ●   

543 ﾚﾝﾌﾟｸｿｳ ｿｸｽﾞ   ● ● ●   ●   

544  ﾆﾜﾄｺ ● ● ● ● ● ●   

545  ｶﾞﾏｽﾞﾐ   ● ● ●   ●   

546  ｻﾝｺﾞｼﾞｭ ●         ● 栽 

547 ｽｲｶｽﾞﾗ ｽｲｶｽﾞﾗ ● ● ● ● ● ●   

548 ｵﾐﾅｴｼ ﾉﾁﾞｼｬ   ●       ● 帰 

549 ﾄﾍﾞﾗ ﾄﾍﾞﾗ ● ● ● ●   ●   

550 ｳｺｷﾞ ﾒﾀﾞﾗ ●   ●   ● ●   

551  ﾔﾏｳｺｷﾞ   ● ● ●   ●   

552  ｵｶｳｺｷﾞ   ●       ●   

553  ﾔﾂﾃﾞ   ● ● ● ● ●   

554  ｷﾂﾞﾀ ● ● ● ● ● ●   

555  ﾊﾘｷﾞﾘ     ● ●   ●   
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表 5-2-5-5(15) 植物確認種一覧 

№ 科名 種名 

調査時期 調査地域 

備考 早春 
季 

春季 夏季 秋季 
対象事業 

実施区域 
周辺区域 

556 ｳｺｷﾞ ﾉﾁﾄﾞﾒ   ● ● ● ● ●   

557  ｳﾁﾜｾﾞﾆｸｻ     ●     ● 帰 

558 ｾﾘ ﾐﾂﾊﾞ ● ● ● ● ● ●   

559  ｾﾘ ● ● ● ● ● ●   

560  ﾔﾌﾞﾆﾝｼﾞﾝ   ●     ●     

561   ｵﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ   ●     ● ●   

  118 科 561 種 160 種 317 種 380 種 366 種 418 種 507 種   

注 1）学名、種名及び分類順は、主に「米倉浩司・梶田忠 (2003)「BG Plants 和名－学名インデックス」

（YList），http://ylist.info」に従った。 

注 2）備考の項に表記した文字の意味は下記のとおりである。 

帰：帰化植物。自然植生でなく、人間の媒介により本来の自生地から他の地域に移動し、新しい土地で

繁殖した植物。 

栽：観賞用などで明らかに植栽、栽培されている植物。本調査では、主に樹林地の主要構成種となって

いるものを記録した。 

逸：植栽、栽培されたものが、他の場所に逸出し、繁殖した植物。 
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イ. 植生の状況 

現地調査の結果、調査地域に分布する植物群落（土地利用区分等を含む）を表 5-2-5-6

に示す 25に区分した。 

調査地域は千葉県の北西部に位置し、海老川や念田川が流れる低地が対象事業実施区

域の中心部であり、東側には樹枝状に侵食された台地面が分布している。 

低地は主に耕作地として利用されているが、対象事業実施区域や南側の調整池周辺は

ほとんどが休耕地となっており、現況では低茎の湿性植物が生育する放棄水田やセイタ

カアワダチソウ等の生育する外来草本群落、オギ群落、クズ－カナムグラ群落等となっ

ていた。調査地域北東部の台地斜面にはムクノキ－エノキ群落やスダジイ－タブノキ群

落等の樹林地が帯状に残存していた。東側の台地面や念田川の西側は主に畑地や市街地

（緑の多い住宅地を含む）として利用されていた。河川沿いの土手には植栽樹群や帯状

の樹林地、乾性草地等が分布しており、河川内にはヒメガマ、マコモ等の抽水植物群落

等が点在していた。南側の調整池内はほぼヒメガマに覆われていた。 

各群落の概況を表 5-2-5-7 に、現存植生図を図 5-2-5-3 に示す。 
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表 5-2-5-6 植物群落及び土地利用区分一覧と面積  

№ 基本分類 
植物群落及び 
土地利用区分 

自然度 

対象事業施区域 調査地域（現況） 

面積 
（ha） 

比率 
（％） 

面積 
（ha） 

比率 
（％） 

1 常緑広葉樹林 スダジイ－タブノキ群落 8 - - 0.25  0.2  

2 落葉広葉樹林 ムクノキ－エノキ群落 7 0.30  0.7  2.81  2.1  

3   イヌシデ－コナラ群落 7 0.00  0.0  0.27  0.2  

4   ヌルデ－アカメガシワ群落 6 0.25  0.6  0.66  0.5  

5   ヤナギ低木群落 9 - - 0.14  0.1  

6 竹、ササ群落 竹林 3 0.03  0.1  1.14  0.8  

7   アズマネザサ群落 5 0.05  0.1  0.36  0.3  

8 湿性草本群落 ヨシ群落 5 1.06  2.5  1.59  1.2  

9   ヒメガマ群落 5 0.07  0.2  1.88  1.4  

10   マコモ群落 5 0.07  0.2  0.07  0.1  

11   湿性低茎草本群落 4 4.06  9.6  6.69  4.9  

12 沈水植物群落 ヤナギモ群落 10 - - 0.03  0.0  

13 乾性草本群落 オギ群落 5 1.67  3.9  4.25  3.1  

14   チガヤ群落 4 0.68  1.6  0.98  0.7  

15   乾性低茎草本群落 4 3.14  7.4  6.42  4.7  

16   クズ－カナムグラ群落 4 2.67  6.3  4.31  3.2  

17 外来草本群落 外来草本群落 2 5.66  13.4  10.43  7.7  

18 その他土地利用 植栽樹群 3 0.55  1.3  2.12  1.6  

19   果樹園 3 0.15  0.3  0.33  0.2  

20   水田雑草群落 2 0.72  1.7  0.87  0.6  

21   畑地雑草群落 2 4.99  11.9  32.70  24.0  

22   公園、グラウンド 2 0.04  0.1  1.46  1.1  

23   緑の多い住宅地 2 1.02  2.7  10.54  7.7  

24   市街地等 1 14.11  33.1  44.27  32.5  

25 開放水域 開放水域 - 1.02  2.4  1.61  1.2  

- 合計 - 42.30  100.0  136.17  100.0  

注）面積及び比率は、四捨五入の関係で合計が一致しないことがある。 
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表 5-2-5-7(1) 群落の概況 

●スダジイ－タブノキ群落（№1） 

本群落は常緑広葉樹のスダジイやタブノキが優占する高木林であり、調査地域では、南向きの台地斜面

の一部に小規模な群落が分布していた。 

植生調査地点では、高木層に胸高直径 20cm～40cm のスダジイとタブノキが優占し、群落高は 16ｍに達

していた。下層にはヤブニッケイ、ネズミモチ、モチノキ、シロダモ、アオキ等の常緑広葉樹が生育し、

亜高木層の植被率は 20％、低木層の植被率は 40％であった。草本層の植被率は 5％と低く、シロダモ、ナ

ガバジャノヒゲ、シュロ、オオイタチシダ、ヤブニッケイ等の常緑植物が多く生育していた。 

 

植生断面図                    植生群落の状況写真 

●ムクノキ－エノキ群落（№2） 

本群落は落葉広葉樹のムクノキやエノキが優占する高木林であり、調査地域では、台地斜面に広く分布

していた。ムクノキ、エノキが優占する屋敷林や飯山満川沿いの若齢林も本群落に含めた。 

植生調査地点では、高木層に胸高直径 40cm 前後のムクノキとエノキが優占し、タブノキ、ミズキ等が混

生しており、群落高は 20ｍに達していた。亜高木層は高さ 10ｍ程度で、植被率は 70～80％と高く、シロ

ダモ、タブノキ、ヤブニッケイ等のクスノキ科である常緑広葉樹の生育が目立っていた。低木層は高さ 3

ｍで植被率は 50％前後であり、ヤブニッケイ、アオキ、シロダモ、シュロ等が生育していた。草本層の植

被率は 3％程度と低く、ナガバジャノヒゲ、オクマワラビ、シロダモ等がまばらに生育していた。 

 

植生断面図                 植生群落の状況写真 
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表 5-2-5-7(2) 群落の概況 

●イヌシデ－コナラ群落（№3） 

本群落は落葉広葉樹のイヌシデやコナラが優占する高木林であり、調査地域では、北向きの台地斜面の

一部に小規模な群落が分布していた。 

植生調査地点では、高木層に胸高直径 30cm～40cm のイヌシデが優占し、コナラやタブノキが混生してお

り、群落高は 21ｍに達していた。亜高木層は高さ 12ｍに達し、植被率は 60％と高く、シロダモ、タブノ

キ、ヤブニッケイ、ヒサカキ等の常緑広葉樹の生育が目立っていた。低木層は高さ 3ｍで植被率は 40％で

あり、アオキ、シロダモ、ヤブニッケイ、シラカシ等が生育していた。草本層の植被率は 5％程度と低く、

ナガバジャノヒゲ、フジ、シロダモ、キヅタ等がまばらに生育していた。林冠はイヌシデが優占するが、

下層の生育種はムクノキ－エノキ群落とほとんど変わらなかった。 

 

植生断面図                 植生群落の状況写真 

●ヌルデ－アカメガシワ群落（№4） 

本群落はヌルデやアカメガシワ等の陽地生の樹木が優占する低木林であり、エノキ、ムクノキ、トウネ

ズミモチが生育する低木林も本群落に含めた。調査地域では、念田川沿いの土手や農耕地、空地等に小規

模な群落が点在していた。 

植生調査地点では、低木層にヌルデやアカメガシワ、ムクノキ、エノキ、トウネズミモチ等が生育し、

群落高は 7ｍに達していた。草本層は植被率 40％でアケビ、キヅタ等のツル植物が目立っていた他、ケチ

ヂミザサ、シロダモ、マンリョウ等が生育していた。 

 

植生断面図               植生群落の状況写真 
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表 5-2-5-7(3) 群落の概況 

●ヤナギ低木群落（№5） 

本群落はヤナギ類が優占する低木林であり、調査地域では、飯山満川より南側の放棄水田や調整池の水

際等に小規模な群落が分布していた。 

植生調査地点では、低木層にカワヤナギやタチヤナギ等のヤナギ類が優占し、群落高は 5ｍに達してい

た。草本層は 2 層に分かれ、第 1層にヨシの生育が多くみられ、第 2 層にミゾソバが優占し、アシカキ、

アオミズ、セリ、イヌスギナ、ハンゲショウ等が混生していた。 

 

 

植生断面図               植生群落の状況写真 

●竹林（№6） 

本群落はマダケやモウソウチク等のタケ類が優占する高木林であり、調査地域では、市街地周辺の斜面

などに分布していた。 

植生調査地点では、高木層にマダケが優占し、群落高は 10ｍに達していた。亜高木層、低木層は発達せ

ず、草本層の植被率は 1％程度で生育種はほとんど無く、ヤブカラシ、ヤブツバキ、シロダモ等がわずか

に生育していた。 

 

植生断面図                 植生群落の状況写真 
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表 5-2-5-7(4) 群落の概況 

●アズマネザサ群落（№7） 

本群落は主にササ類のアズマネザサが優占する群落であり、メダケ優占群落も本群落に含めた。調査地

域では、耕作地帯や道路脇の土手などに小規模な群落が点在していた。 

植生調査地点では、低木層にアズマネザサやメダケが密生し、群落高は 2.5～4ｍに達していた。クズや

フジ等のツル植物が上部を覆っている場所もみられた。草本層は植被率 1％程度と貧弱で、ヤブカラシ、

ミツアケビ等のツル植物やシロダモ、アオキ等がわずかに生育する程度であった。 

 

植生断面図                植生群落の状況写真 

●ヨシ群落（№8） 

本群落は大型の抽水植物であるヨシが優占する群落であり、調査地域では、放棄水田や耕作地としての

利用が難しい角地などに小規模な群落が点在していた。 

植生調査地点では、群落高は 2ｍで 2 層構造となっており、第 1 層にはヨシが密生し、第 2 層にはアゼ

ナルコ、クサヨシ、カントウヨメナ、セリ等の湿生植物が生育していた。 

 

植生断面図                 植生群落の状況写真 
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表 5-2-5-7(5) 群落の概況 

●ヒメガマ群落（№9） 

本群落は大型の抽水植物であるヒメガマが優占する群落であり、調査地域では、飯山満川と南側の調整

池に分布しており、調整池内は、ほとんどヒメガマ群落に覆われていた。 

植生調査地点では、植被率は 70～90％で高さ 2.2ｍに達しており、生育種はヒメガマのみであった。 

 

 

植生断面図                植生群落の状況写真 

●マコモ群落（№10） 

本群落は大型の抽水植物であるマコモが優占する群落であり、調査地域では、飯山満川に小規模な群落

が分布していた。 

植生調査地点では、植被率 90％で高さ 1.5ｍに達しており、ヒメガマが混生していた。 

 

 

植生断面図                 植生群落の状況写真 
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表 5-2-5-7(6) 群落の概況 

●湿性低茎草本群落（№11） 

本群落は高さ 1ｍ以下の草丈の低い湿性草本が優占する群落であり、調査地域では、対象事業実施区域

の飯山満川周辺や北部の海老川周辺などに分布していた。ほとんどは放棄水田であるが、一部に河川の泥

堆積地上に分布する群落もみられた。 

植生調査地点では、高さ 0.2～0.9ｍであり、植被率は 90％前後と高く、イヌビエ、タマガヤツリ、アメ

リカタカサブロウ、イボクサ、アメリカキカシグサ、カワラスガナ、ヒメクグ、セリ、イヌスギナ、ヒレ

タゴボウ等が混生する一年草を主体とした群落が多かったが、アシカキやキシュウスズメノヒエ、サンカ

クイやコガマ等の多年草が優占する群落もみられた。湿ったチガヤ草地も本群落に含めた。 

 

植生断面図                植生群落の状況写真 

●ヤナギモ群落（№12） 

本群落はヤナギモが優占する沈水植物群落で、調査地域では、北谷津川に小規模な群落が分布していた。 

植生調査地点では、水深 20cm 程度の礫混じりの河川にみられ、生育種はヤナギモのみであり、植被率は

40％程度であった。 

 

植生断面図                植生群落の状況写真 

 

  



 

349 

 

表 5-2-5-7(7) 群落の概況 

●オギ群落（№13） 

本群落は大型のイネ科植物のオギが優占する群落であり、調査地域では、南側の調整池周辺と対象事業

実施区域北側に広く分布していた。 

植生調査地点では、高さ 2.5ｍ前後に達し、2層構造になっていた。第 1 層にはオギが密生し、第 2 層の

植被率は 10％以下と低く、セイタカアワダチソウ、ウシノシッペイ、セリ、ナガバギシギシ等の植物がま

ばらに生育していた。 

 

植生断面図                植生群落の状況写真 

●チガヤ群落（№14） 

本群落は低茎のイネ科植物であるチガヤが優占する群落で、調査地域では、低地の耕作地帯に広く点在

していた。 

植生調査地点では、高さは 0.4ｍ程度で、ツユクサ、ヤブツルアズキ、シマスズメノヒエ、コブナグサ、

メヒシバ、ヒメジョオン、オオヂシバリ、セイタカアワダチソウ等が混生していた。 

 

植生断面図                 植生群落の状況写真 
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表 5-2-5-7(8) 群落の概況 

●乾性低茎草本群落（№15） 

本群落は高さ 1ｍ以下の草丈の低い乾性草本が優占する群落であり、放棄畑や空地雑草群落のうち、草

丈の低い群落を本凡例にまとめた。調査地域では、耕作地から市街地にかけて広範囲に分布していた。 

植生調査地点では、高さは 0.3～0.8ｍ、植被率は 60～80％であり、メヒシバ、ツユクサ、エノキグサ、

スギナ、シロザ、アキノエノコログサ、オオニシキソウ、コスズメガヤ、シマスズメノヒエ等が生育して

いた。 

 

 

植生断面図                 植生群落の状況写真 

●クズ－カナムグラ群落（№16） 

本群落は、多年草のクズ又は一年草のカナムグラが優占するツル植物群落で、調査地域では、対象事業

実施区域北側の谷戸や南側の調整池周辺などに多く分布していた。 

植生調査地点では、高さは 0.7ｍ程度で、他の生育種は少なくスギナ、ツユクサ、ヤブカラシ、カラスウ

リ、セイタカアワダチソウ、アキノノゲシ等がまばらに生育していた 

 

 

植生断面図                 植生群落の状況写真 
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表 5-2-5-7(9) 群落の概況 

●外来草本群落（№17） 

本群落はセイタカアワダチソウ、オオブタクサ、オオアレチノギク等の大型で草丈の高い外来草本が優

占する群落で、ほとんどはセイタカアワダチソウの優占群落であった。調査地域では、対象事業実施区域

の飯山満川より北側の耕作放棄地と南側の調整池周辺に広く分布していた。 

植生調査地点のうち、セイタカアワダチソウ群落では、群落高が 2ｍ前後で、2層構造になっており、第

1 層にセイタカアワダチソウが密生し、第 2 層にはセイタカアワダチソウ、ヤブツルアズキ、ハルジオン、

ツユクサ、コセンダングサ、セリ等が生育していた 

 

植生断面図                植生群落の状況写真 

●植栽樹群（№18） 

植栽起源の樹木群であり、調査地域では、念田川沿いの河岸斜面や市街地周辺などに分布していた。 

植生調査地点では、群落高は 8ｍに達し、シナサワグルミが優占していた。低木層は 2.5ｍでムクノキ、

エノキ、トウネズミモチ等が生育していた。草本層は植被率 40％でヤブカラシ、セイタカアワダチソウ、

ナガバギシギシ、ヨモギ、ヤブマオ、イヌワラビ等が生育していた。 

 

植生断面図                植生群落の状況写真 
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表 5-2-5-7(10) 群落の概況 

●果樹園（№19） 

果樹が栽培された樹木群である。調査地域に果樹園はほとんど無く、耕作地や市街地に点在していた。 

植生調査地点では、群落高は 6ｍ程度であり、ウメが植栽されていた。低木層は植被率 15％程度でタブ

ノキ、アオキ等の常緑広葉樹やムクノキ、ヤマグワ等の陽樹が生育していた。草本層は植被率 40％程度で、

ヤブカラシ、カラスウリ、ヘクソカズラ等のツル植物が多く、ほかにタブノキ、ムクノキ、ヒナタイノコ

ズチ、ジャノヒゲ等が生育していた。 

 

 

植生断面図                植生群落の状況写真 

●水田雑草群落（№20） 

水田耕作地にみられる背丈の低い草本群落である。調査地域では、ほとんど耕作放棄されており、耕作

中の水田はほとんど無く、数箇所に点在する程度であった。 

植生調査地点では、第 1層にイネが生育し、第 2 層は高さ 0.1ｍ、植被率 40％程度でトキンソウ、アメ

リカアゼナ、スカシタゴボウ、タマガヤツリ、ホソバヒメミソハギ、イヌホタルイ、メヒシバ等の一年草

が生育していた。 

 

植生断面図                  植生群落の状況写真 
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表 5-2-5-7(11) 群落の概況 

●畑地雑草群落（№21） 

畑地にみられる背丈の低い草本群落であり、調査地域では、広範囲に分布していた。 

植生調査地点では、第 1 層にサトイモ等の農作物が生育し、第 2 層は高さ 0.1ｍ、植被率 20％程度で、

アメリカアゼナ、トキンソウ、スベリヒユ、ウリクサ、クワクサ、カヤツリグサ等の一年草が生育してい

た。 

 

 

植生断面図                 植生群落の状況写真 
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：対象事業実施区域 

※この図は船橋市提供の「平成 28 年船橋市都市計画基礎調査図」を加工して作成した。

25,開放水域 

植生凡例 

図 5-2-5-3 現存植生図 
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ウ. 重要な種の状況 

重要な植物は表 3-1-12-2（P.65～67）に示す選定基準に基づき抽出した。その結果、

表 5-2-5-8 に示す 9科 10 種の重要な植物が確認された。 

確認状況等を表 5-2-5-9 に示す。 

 

表 5-2-5-8 重要な植物一覧 

№ 科名 種名 

調査地域 選定基準 

対象事業 
実施区域 

周辺区域 ① ② ③ ④ 

1 ｻﾄｲﾓ ｺｳｷｸｻ   ●       D 

2 ﾋﾙﾑｼﾛ ﾔﾅｷﾞﾓ ● ●     NT   

3 ﾐｸﾘ ｵｵﾐｸﾘ ● ●     VU D 

4 ﾐｸﾘ属の一種 ●       NT D 

5 ｽｸﾞﾘ ﾔﾌﾞｻﾝｻﾞｼ   ●       B 

6 ﾀｺﾉｱｼ ﾀｺﾉｱｼ ●       NT   

7 ｱｶﾊﾞﾅ ｳｽｹﾞﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ ● ●     NT   

8 ｸﾙﾐ ｵﾆｸﾞﾙﾐ ● ●       D 

9 ｶﾊﾞﾉｷ ﾊｼﾊﾞﾐ   ●       D 

10 ｵｵﾊﾞｺ ｶﾜﾁﾞｼｬ ● ●     NT   

 9 科 10 種 7 種 8 種 0 種 0 種 6 種 6 種 

注 1）種名及び分類等は「BG Plants 和名-学名インデックス（米倉・梶田 2003）に準拠した。  

注 2）重要な種の選定基準  

①「文化財保護法」(昭和 25 年、法律 214)により定められた種（特別天然記念物，天然記念物）  

②「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存法に関する法律」(平成 4年、法律 75)により定められた種  

③「環境省レッドリスト（植物）」（平成 31 年、環境省）の記載種  

  VU:絶滅危惧 II 類 NT：準絶滅危惧  

④「千葉県レッドリスト植物編」（平成 29 年、千葉県）の記載種  

   B：重要保護生物 D：一般保護生物   
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表 5-2-5-9(1） 重要な植物の確認状況等 

種名 内容 

コウキクサ 現

地 

確認状況及び 

生育環境 

夏季調査時に周辺区域の水深 3cm 程度の素掘水路において、約

1ｍ×20ｍの範囲に散在して生育する本種を確認した。 

資

料 

一般生態 湖沼、水田、ハス田等に群生する常緑の浮遊植物。葉状体は広

楕円形で、やや厚みがあり、葉脈（3 脈）は不明瞭。長さ 3～

4.5mm、幅 2～3.5mm、裏面は淡緑色の場合と赤紫色の着色がみ

られる場合がある。根は長さ 3～8cm。根鞘基部に翼はない。 

国内分布 北海道、本州、四国、九州。 

千葉県内分布 北総のため池や水路などにまれに生育する。 

写

真 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤナギモ 現

地 

確認状況及び 

生育環境 

夏季及び秋季調査時に対象事業実施区域及び周辺区域の水深

15cm 程度の流れがある河川内において約 3ｍ×70ｍ程度の範囲

に点在して生育する本種を確認した。 

資

料 

一般生態 河川や水路などの流水域、稀にため池などにも生育する常緑多

年生の沈水植物。葉は無柄、線形で鋭尖頭、しばしば茎側に湾

曲する。長さ 5～12（～16）cm、幅（1.5～）2～5cm、全縁で 5

脈以上ある。花期は 5～9 月。花茎の長さ 2～5cm、花穂の長さ

6～12mm、密花。4心皮。 

国内分布 北海道、本州、四国、九州。 

千葉県内分布 東京湾岸の湾奥部地域や北総地域に生育する。 

写

真 
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表 5-2-5-9(2) 重要な植物の確認状況等 

種名 内容 

オオミクリ 現

地 

確認状況及び 

生育環境 

夏季調査時に対象事業実施区域及び周辺区域の主に放棄水田

や素掘水路において確認した。確認地点は 9地点であり、各地

点の生育面積は 2～560 ㎡で密度は地点により様々である。一

部個体で花序を確認した。 

資

料 

一般生態 湖沼やため池、河川や水路に生育する多年生の抽水植物。形態

的特徴はミクリとよく似ているが、果実が幅広く、長さ 5～9mm、

幅 5～8mm、紡錘形にならず上部は低いドーム状である。また、

地下部に木質の「塊茎」を作ることは他種にはない特異な形質

である。 

国内分布 本州、四国。 

千葉県内分布 ミクリと混同されていることも多いが、成田市、旧横芝町、茂

原市、長生村などでの生育が明らかになっている。 

写

真 

 

ミクリ属の一

種 

現

地 

確認状況及び 

生育環境 

夏季調査時に対象事業実施区域の河川、用水路の 2 地点で確認

した。生育面積は 5㎡と 18 ㎡で、いずれも群生していた。 

資

料 

一般生態 オオミクリかミクリの可能性があるが、花序や塊茎などの形質

を確認できなかったため、ミクリ属の一種とした。 

国内分布 オオミクリは上記参照。ミクリはオオミクリより分布が広域で

あり、北海道、本州、四国、九州。 

千葉県内分布 オオミクリは上記参照。ミクリは県内各地の河川や池沼の岸辺

に普通にみられたが、現在は谷津奥のため池や水路、斜面下の

湿所などに点在する程度に減少している。 

写

真 
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表 5-2-5-9(3) 重要な植物の確認状況等 

種名 内容 

ヤブサンザシ 現

地 

確認状況及び 

生育環境 

早春調査時に周辺区域の崖線下の林縁部や植栽樹林地の縁に

おいて 9 個体を確認した。早春時には開花を確認した。 

資

料 

一般生態 高さ約 1ｍに達する夏緑の低木。夏緑林あるいはその林縁に生

育する。雌雄異株。葉は互生、浅く 3 裂又は 5裂し、鋭頭。花

期は 4～5月。枝先に散形花序を付ける。花は 5数性で花弁は黄

緑色。 

国内分布 本州、四国、九州。 

千葉県内分布 船橋市と八千代市に遺存的にわずかに生育する。 

写

真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タコノアシ 現

地 

確認状況及び 

生育環境 

春季調査時に対象事業実施区域のヨシが優占する放棄水田に

おいて 9 個体を確認した。 

資

料 

一般生態 高さ 50～90cm の多年草。走出枝があり、そこから不定根を出

す。葉は互生し、長楕円形で鋭頭、細鋸歯縁、表の主脈は白く

抜ける。花期は 8～10 月。花序は頂端まれに上部の葉腋から生

じ、2～5本の単出集散花序が伸びる。花弁は通常ない。種子は

多数。 

国内分布 北海道、本州、四国、九州。 

千葉県内分布 各地の休耕田や湿地など止水環境に比較的普通にみられる。 

写

真 
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表 5-2-5-9(4) 重要な植物の確認状況等 

種名 内容 

ウスゲチョウ

ジタデ 

現

地 

確認状況及び 

生育環境 

夏季及び秋季調査時に対象事業実施区域及び周辺区域の主に

放棄水田や素掘水路において多数個体（合計で約 3600 個体）を

確認した。ほとんどの地点で開花や結実がみられた。 

資

料 

一般生態 高さ 25～90cm の一年草。全体に細かい伏毛が生える。葉身は長

楕円形で鈍頭、基部はくさび形で、葉柄に移行する。花期は 7

～11 月。花は通常 5数性。萼片は狭三角形で、長さ約 3mm。 

国内分布 本州（関東以西）、九州。 

千葉県内分布 主として平地にある水田や湿地に生育する。 

写

真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オニグルミ 現

地 

確認状況及び 

生育環境 

夏季及び秋季調査時に対象事業実施区域及び周辺区域で、建物

の脇と耕作地脇の緩斜面において 2 個体を確認した。樹高はそ

れぞれ、約 8ｍと約 4ｍであり、2個体とも結実を確認した。 

資

料 

一般生態 夏緑高木。葉は羽状複葉で互生。風媒で、重力散布。河川中流

域の川岸に多く、下流域にもみられる。 

国内分布 北海道、本州、四国、九州。 

千葉県内分布 県内では利根川水系に多い。記録地点は多いが、大部分は植栽

株などからの逸出と考えられる。保護対象は自生と認められる

ものに限る。 

写

真 
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表 5-2-5-9(5) 重要な植物の確認状況等 

種名 内容 

ハシバミ 現

地 

確認状況及び 

生育環境 

春季調査時に周辺区域の斜面下部の林縁において 8個体を確認

した。確認地は 2地点で、いずれの地点においても草刈りが実

施されているため、樹高は 0.5ｍ前後と低かった。 

資

料 

一般生態 夏緑低木。葉は単葉で互生。風媒で重力散布。 

国内分布 北海道、本州、九州。 

千葉県内分布 下総台地の谷沿いにみられ、谷津の水田の周辺などにみられ、

刈られていることが多く、大きな個体は稀である。 

写

真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カワヂシャ 現

地 

確認状況及び 

生育環境 

早春季及び春季調査時に、対象事業実施区域及び周辺区域の放

棄水田や用水路内の砂泥堆積地等において多数個体（約 481 個

体）を確認した。多くの株で開花を確認した。 

資

料 

一般生態 主に河川や水路、水田などに生育する越年生の抽水～湿生植

物。高さ 30～90cm。葉は無柄でやや茎を抱く。葉身は長披針形

で先はやや尖り、長さ 2.5～8cm。幅 0.5～2.5cm、縁には明瞭な

鋸歯がある。花期は 4～6月。長さ 5～15cm の花序に直径 4mm 前

後の白い花をつける。 

国内分布 本州、四国、九州、琉球。 

千葉県内分布 溝、川岸、湿田などに生え、水路などでは完全な水中形もみら

れる。 

写

真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：「千葉県の保護上重要な野生生物－千葉県レッドデータブック－植物・菌類編」（2009：千葉県） 

      「千葉県の自然史」（2003：千葉県）  
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エ. 重要な群落の状況 

調査の結果、調査地域において重要な植物群落は確認されなかった。 

 

オ. 植生自然度の状況 

植生調査結果により調査地域の植生自然度を整理した結果を、表 5-2-5-10 及び図 5-

2-5-4 に示す。なお、植生自然度は主に「1/2.5 万植生図の新たな植生自然度について」

（平成 28年、環境省）に従い区分した。 

対象事業実施区域は植生自然度 1～5 までの植生にほぼ占められており、二次草原、

外来種草原、市街地等で 90％以上を占めていた。 

調査地域でみても、植生自然度 1～5 までの植生でほぼ占められており、植生自然度

が高い植生は台地斜面の二次林や低地のヤナギ低木林等としてわずかにみられる程度

であった。 

表 5-2-5-10 植生自然度 

植生自然度 
対象事業 

実施区域 
調査地域 

自然度 区分内容 区分基準 
面積 

（ha） 

比率 

（％） 

面積 

（ha） 

比率 

（％） 

10 自然草原 
高山ハイデ、風衝草原、自然草原等、自然植

生のうち単層の植物社会を形成する地区 
- - 0.03  

0.05 

未満 

9 自然林 

エゾマツ－トドマツ群集、ブナ群落等、自然

植生のうち低木林、高木林の植物社会を形成

する地区 

- - 0.14  0.1  

8 
二次林 

（自然林に近いもの） 

ブナ－ミズナラ群落、シイ・カシ二次林等、

代償植生であっても特に自然植生に近い地区 
- - 0.25  0.2  

7 二次林 

クリ－ミズナラ群集、コナラ群落等、繰り返

し伐採されている一般に二次林と呼ばれてい

る代償植生地区 

0.31  0.7  3.08  2.3  

6 植林地 
常緑針葉樹、落葉針葉樹、常緑広葉樹等の植

林地、アカメガシワ等の低木林 
0.25  0.6  0.66  0.5  

5 
二次草原 

（背の高い草原） 

ササ群落、ススキ群落等の背丈の高い草原、

伝統的な管理を受けて持続している構成種の

多い草原 

2.91  6.9  8.15  6.0  

4 
二次草原 

(背の低い草原) 

シバ群落等の背丈の低い草原、伐採直後の草

原、路傍・空地雑草群落、放棄畑雑草群落 
10.55  24.9  18.40  13.5  

3 
外来種植林 

農耕地（樹園地） 

竹林、外来種の植林・二次林・低木林、果樹

園、茶畑、残存・植栽樹群をもった公園、墓

地等 

0.72  1.7  3.60  2.6  

2 
外来種草原 

農耕地（水田・畑） 

外来種の草原、畑、水田等の耕作地、緑の多

い住宅地 
12.43  29.4  55.99  41.1  

1 市街地等 
市街地、造成地等の植生のほとんど存在しな

い地区 
14.11  33.4  44.27  32.5  

ｗ 開放水域 河川、水路、湖沼、ため池等の水域 1.02  2.4  1.61  1.2  

合計 42.30  100.0  136.17  100.0  

注）面積及び比率は、四捨五入の関係で合計が一致しないことがある。 
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図 5-2-5-4 植生自然度図 

※この図は船橋市提供の「平成 28 年船橋市都市計画基礎調査図」を加工して作成した。
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2. 予測 

(1) 予測地域・地点 

予測地域及び地点は、現地調査の調査地域と同様とした。 

 

(2) 予測項目 

植物に係る予測項目は、以下のとおりとした。 

 

① 植物相の変化 

② 重要な種及び地域の特性を把握する上で注目される種の生育状況の変化 

③ 植物群落の変化 

④ 植生自然度の変化 

 

(3) 予測の基本的な手法 

各予測項目について、地形や土壌の改変予定図と、現存植生図、重要な種の分布図等を

比較、勘案し、本事業による直接的な植物への影響を予測した。さらに、本事業による直

接的な影響の他に、間接的な影響についても予測した。 

 

(4) 予測結果の整理及び解析 

予測した結果は、事業実施前後の対比表を作成するなどにより整理、解析した。 

 

(5) 予測対象時期 

予測対象時期は、施行時（造成等の工事の実施による影響が最大になる時期）及び供用

時とした。 
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(6) 予測結果 

① 植物相の変化 

造成等の工事により、対象事業実施区域の植物の多くは消失すると考えられる。対象事

業実施区域の植生は耕作放棄地や市街地がほとんどであり、生育種は路傍雑草や帰化植

物等が多く、周辺区域にも同様な環境が広がっている。一方、改変地は元々、水田耕作地

が多い地域であったと考えられ、現況においても放棄水田や素掘水路には湿地性の植物

が生育している。周辺に同様の環境はあるものの、市街地化により湿地環境は減少して

おり、湿性植物に対する影響があると考えられる。 

対象事業実施区域に樹林地はほとんど無いが、北側の谷津には対象事業実施区域に隣

接する帯状の斜面林があり、斜面林の林縁部は一部が直接改変を受け、消失する。また、

改変を受けない部分においても林縁部に生育する植物への影響が考えられる。 

海老川や念田川は本事業計画内では改変の予定はないため、現状が維持されるものと

考えられる。一方、飯山満川については付け替え工事が実施される予定であるため、飯山

満川及び海老川との合流点付近は影響を受けるものと考えられる。施工時に濁水等が河

川に流入した場合は、ヤナギモ等の沈水植物や水生植物に影響を及ぼす可能性がある。 

 

② 重要な種及び地域の特性を把握する上で注目される種の生育状況の変化 

重要な種の確認状況は表 5-2-5-11 に示すとおりである。また、これらを踏まえ重要な

種に対する事業の影響を予測した結果を表 5-2-5-12 に示す。予測の結果、オオオミクリ

（ミクリ属の一種を含む）、ヤブサンザシ、タコノアシ、ウスゲチョウジタデ、ハシバミ、

カワヂシャの 6種について保全対策が必要と考えられる。 

 

表 5-2-5-11 重要な種の確認状況 

種名 ランク 

対象事業 

実施区域 
周辺区域 全体 

改変率 

（％） 
個体数 

面積 

（㎡） 
個体数 

面積 

（㎡） 
個体数 

面積 

（㎡） 

コウキクサ 県 B - - - 20 - 20 0.0 

ヤナギモ 県 D - 4 - 271.5 - 275.5 1.5 

オオミクリ 
（ミクリ属の一種を含む） 

県 B - 873 - 65 - 938 93.1 

ヤブサンザシ 県 B 8 - 1 - 9 - 88.9 

タコノアシ 国 NT 9 - 0 - 9 - 100.0 

ウスゲチョウジタデ 国 NT 2709 - 888 - 3597 - 75.3 

オニグルミ 県 D 1 - 1 - 2 - 50.0 

ハシバミ 県 D 7 - 1 - 8 - 87.5 

カワヂシャ 国 NT 367 - 114 - 481 - 76.3 

合計  3102 877 1004 356.5 4106 1233.5  

注 1）ヤナギモ、オオミクリ（ミクリ属の一種を含む）、カワヂシャの「対象事業実施区域」の確認地点のう

ち、河川内の確認地点は「周辺区域」に含む。 

注 2）改変率のうち、水生植物（コウキクサ、ヤナギモ）は面積、その他は個体数で算出した。 
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表 5-2-5-12 重要な種の予測結果 

種名 生育環境 
保全の 

必要性 
予測結果 

コウキクサ 
湖沼、水田、 

ハス田 
× 

対象事業実施区域では生育が確認されていないた

め、事業による影響はないものと予測される。 

ヤナギモ 河川、ため池 × 

本種の主な生育地は北谷津川であり、確認面積全体

に占める改変率は 1.5％程度であるため、事業による

影響はないものと予測される。 

オオミクリ 

（ミクリ属の一種を

含む） 

小沼、ため池、

河川 
○ 

周辺区域にも生育しているが、確認面積全体に占め

る改変率は 90％以上と高く、県のランクも高いため、

事業による影響は大きいと予測される。 

ヤブサンザシ 落葉樹林、林縁 ○ 

確認個体数が少なく、ほとんどが対象事業実施区域

に生育している。また、本種は県内の船橋市や八千代

市等の北総の一部の地域に確認が限られているため、

事業による影響は大きいと予測される。 

タコノアシ 休耕田、湿地 ○ 
すべての個体が対象事業実施区域で確認されてい

るため、事業による影響は大きいと予測される。 

ウスゲチョウジタデ 休耕田、湿地 ○ 

対象事業実施区域だけでなく、周辺区域においても

多数の生育数が確認されている。確認面積全体に占め

る改変率は約 75％と比較的高く、事業による影響は

大きいと予測される。 

オニグルミ 河岸 × 

対象事業実施区域と周辺区域で 1本ずつ、確認され

ている。千葉県レッドデータブックにおいては大部分

が逸出であると記述されており、確認個体も逸出の可

能性が高いと考えられるため、事業による影響は無い

ものと予測される。 

ハシバミ 水田周辺の林縁 ○ 

確認個体数が少なく、ほとんどが対象事業実施区域

に生育しているため、事業による影響は大きいと予測

される。 

カワヂシャ 
河川、湿地、 

水路 
○ 

対象事業実施区域だけでなく、周辺区域においても

多数の生息数が確認されている。確認面積全体に占め

る改変率は約 75％と比較的高く、事業による影響は

大きいと予測される。 

注）〇：高い、×：低い 
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③ 植物群落の変化 

現存植生図と事業計画を重ね合わせた結果を表 5-2-5-13 に示す。 

供用時は、対象事業実施区域の市街地は 33％から 82.8％、開放水域は 2.4％から 14.1％、

公園、グラウンドは 0.1％から 3.1％に増加する。一方、現況で確認された外来草本群落

（13.4％）、畑地雑草群落（11.8％）、湿性低茎草本群落（9.6％）、乾性低茎草本群落（7.4％）

などの植物群落は全て消失し 0％となる。 

調査地域全体でみると対象事業実施区域の樹林は面積が少なく、周辺区域に多くが存

在すること、消失する草地のうち外来草本群落の面積が最も多いこと、湿性草本群落、沈

水植物群落等の自然度の比較的高い群落のうち周辺区域に存在するものはそのまま残存

することから、事業が植物群落の構成に与える影響は少ないと考えられる。 

 

表 5-2-5-13 植物群落及び土地利用区分一覧及び面積 

№ 基本分類 
植物群落及び 
土地利用区分 

自
然
度 

対象事業実施区域 調査地域 

現況 施工後 現況 施工後 

面積 
(ha) 

比率 
（％） 

面積 
(ha) 

比率 
(％) 

面積 
(ha) 

比率 
（％） 

面積 
(ha) 

比率 
(％) 

1 
常緑広葉
樹林 

スダジイ－タブノキ群落 8 - - - - 0.25  0.2  0.25  0.2  

2 落葉広葉

樹林 
 
 
 
 

ムクノキ－エノキ群落 7 0.30  0.7  0.00 0.0 2.81  2.1  2.51  1.8  

3 イヌシデ－コナラ群落 7 - - - - 0.27  0.2  0.27  0.2  

4 
ヌルデ－アカメガシワ群
落 

6 0.25  0.6  0.00 0.0 0.66  0.5  0.41  0.3  

5 ヤナギ低木群落 9 - - - - 0.14  0.1  0.14  0.1  

6 竹、ササ
群落 
 

竹林 3 0.03  0.1  0.00 0.0 1.14  0.8  1.12  0.8  

7 アズマネザサ群落 5 0.05  0.1  0.00 0.0 0.36  0.3  0.31  0.2  

8 湿性草本
群落 
 
 
 
 

ヨシ群落 5 1.06  2.5  0.00 0.0 1.59  1.2  0.53  0.4  

9 ヒメガマ群落 5 0.07  0.2  0.00 0.0 1.88  1.4  1.81  1.3  

10 マコモ群落 5 0.07  0.2  0.00 0.0 0.07  0.1  0.00  0.0  

11 湿性低茎草本群落 4 4.06  9.6  0.00 0.0 6.69  4.9  2.63  1.9  

12 
沈水植物
群落 

ヤナギモ群落 10 - - - - 0.03  0.0  0.03  0.0  

13 乾性草本
群落 
 
 
 
 

オギ群落 5 1.67  3.9  0.00 0.0 4.25  3.1  2.58  1.9  

14 チガヤ群落 4 0.68  1.6  0.00 0.0 0.98  0.7  0.30  0.2  

15 乾性低茎草本群落 4 3.14  7.4  0.00 0.0 6.42  4.7  3.28  2.4  

16 クズ－カナムグラ群落 4 2.67  6.3  0.00 0.0 4.31  3.2  1.64  1.2  

17 
外来草本
群落 

外来草本群落 2 5.66  13.4  0.00 0.0 10.43  7.7  4.77  3.5  

18 その他 
土地利用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

植栽樹群 3 0.55  1.3  0.00 0.0 2.12  1.6  1.57  1.2  

19 果樹園 3 0.15  0.3  0.00 0.0 0.33  0.2  0.18  0.1  

20 水田雑草群落 2 0.72  1.7  0.00 0.0 0.87  0.6  0.15  0.1  

21 畑地雑草群落 2 4.99  11.8  0.00 0.0 32.70  24.0  27.71  20.3  

22 公園、グラウンド 2 0.04  0.1  1.33  3.1  1.46  1.1  2.75  2.0  

23 緑の多い住宅地 2 1.02  2.4  0.00 0.0 10.54  7.7  9.52  7.0  

24 市街地等 1 14.11  33.3  35.02  82.8  44.27  32.5  65.18  47.9  

25 開放水域 開放水域 - 1.02  2.4  5.95  14.1  1.61  1.2  6.54  4.8  

- 合計  42.30 100.0  42.30  100.0  136.17  100.0  136.17  100.0 

注）面積及び比率は、四捨五入の関係で合計が一致しないことがある。  
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④ 植生自然度の変化 

現況と供用時の植生自然度を対象事業実施区域及び調査地域別に整理した結果を表 5-

2-5-14 に示す。 

現況では対象実施区域は植生自然度 1～5までの植生にほぼ占められており、二次草原、

外来種草原、市街地等で約 98％を占めている。供用時は、二次草原や外来種草原、農耕

地等が消失し、対象事業実施区域の大部分が植生自然度 1又は 2の植生となる。 

調査地域全体でみると、自然度の高い自然草原、自然林、二次林（自然林に近いもの）

は周辺区域にのみ分布していること、対象事業実施区域の比較的自然度の高い二次林、

植林地、二次草原などの面積は大きく減少するが、周辺区域にあるものはそのまま残存

することから、本事業が植生自然度に与える影響は少ないと考えられる。 

 

表 5-2-5-14 植生自然度 

植生自然度 
対象事業実施区域 調査地域 

現況 供用時 現況 供用時 

自

然

度 

区分内容 区分基準 
面積 

(ha) 

比率 

(％) 

面積 

(ha) 

比率 

(％) 

面積 

(ha) 

比率 

(％) 

面積 

(ha) 

比率 

(％) 

10 自然草原 
高山ハイデ、風衝草原、自然草原

等、自然植生のうち単層の植物社

会を形成する地区 
- - 0.00 0.0 0.03  

0.05

未満 
0.03  

0.05 

未満 

9 自然林 
エゾマツ－トドマツ群集、ブナ群

落等、自然植生のうち低木林、高

木林の植物社会を形成する地区 
- - 0.00 0.0 0.14  0.1  0.14  0.1  

8 
二次林 
（自然林に

近いもの） 

ブナ－ミズナラ群落、シイ・カシ

二次林等、代償植生であっても特

に自然植生に近い地区 
- - 0.00 0.0 0.25  0.2  0.25  0.2  

7 二次林 

クリ－ミズナラ群集、コナラ群落

等、繰り返し伐採されている一般

に二次林と呼ばれている代償植生

地区 

0.31  0.7  0.00 0.0 3.08  2.3  2.77  2.03  

6 植林地 
常緑針葉樹、落葉針葉樹、常緑広

葉樹等の植林地、アカメガシワ等

の低木林 
0.25  0.6  0.00 0.0 0.66  0.5  0.41  0.30  

5 

二次草原 

（背の高い

草原） 

ササ群落、ススキ群落等の背丈の

高い草原、伝統的な管理を受けて

持続している構成種の多い草原し

ている構成種の多い草原 

2.91  6.9  0.00 0.0 8.15  6.0  5.24  3.85  

4 
二次草原 
(背の低い草

原) 

シバ群落等の背丈の低い草原、伐

採直後の草原、路傍・空地雑草群

落、放棄畑雑草群落。 
10.55  24.9  0.00 0.0 18.40  13.5  7.85  5.76  

3 
外来種植林 

農耕地 
（樹園地） 

竹林、外来種の植林・二次林・低

木林、果樹園、茶畑、残存・植栽

樹群をもった公園、墓地等 
0.72  1.7  0.00 0.0 3.60  2.6  2.88  2.11  

2 
外来種草原 

農耕地 
(水田・畑) 

外来種の草原、畑、水田等の耕作

地、緑の多い住宅地 
12.43  29.4  1.33  3.1  55.99  41.1  44.89  32.97  

1 市街地等 
市街地、造成地等の植生のほとん

ど存在しない地区 
14.11  33.3  35.02  82.8  44.27  32.5  65.18  47.87  

w 開放水域  1.02  2.4  5.95  14.1  1.61  1.2  6.54  4.80  

合計 42.30 100.0 42.30  100.0  136.17  100.0  136.17  100.0  

注）面積及び比率は、四捨五入の関係で合計が一致しないことがある。 
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(7) 環境保全措置 

【施工時】 

・施工時の濁水は沈砂池や仮設調整池等で十分に沈殿させたあとに、上澄みを排水する。

また、セメント系固化材による地盤改良を行う場合は、濁水の pH 調整等を適切に行い、

河川への汚染防止を図る。 

・事業の影響があると考えられる 6 種（オオオミクリ（ミクリ属の一種を含む）、ヤブサ

ンザシ、ハシバミ、タコノアシ、ウスゲチョウジタデ、カワヂシャ）を保全対象種とし

て移植等の措置を実施する。 

・オオオミクリ（ミクリ属の一種を含む）、ヤブサンザシ、ハシバミについては対象事業

実施区域の生育個体の一部又はすべてを生育適地に移植し、タコノアシ、ウスゲチョウ

ジタデ、カワヂシャについては生育地の表土を生育適地に移植する。保全対象種の移植

後はこれらの種の定着状況を確認し、一定の期間は経過観察を行う。保全対象種と環境

保全措置を表 5-2-5-15 に示す。 

 

表 5-2-5-15 保全対象種と環境保全措置 

種名 生育環境 環境保全措置 

オオミクリ 

（ミクリ属の一種を含む） 
小沼、ため池、河川 

対象事業実施区域の生育個体の一部を調整池や

流れの緩やかな河川、湿地等の生育適地に移植

する。 

ヤブサンザシ 落葉樹林、林縁 

対象事業実施区域の生育個体すべてを周辺区域

にある谷津斜面林の林縁部等の生育適地に移植

する。 

ハシバミ 水田周辺の林縁 

対象事業実施区域の生育個体すべてを周辺区域

にある谷津斜面林の林縁部等の生育適地に移植

する。 

タコノアシ 休耕田、湿地 
生育地の表土を工事前にトン袋に保管し、湿地

等の生育適地に移植する。 

ウスゲチョウジタデ 休耕田、湿地 
生育地の表土を工事前にトン袋に保管し、湿地

等の生育適地に移植する。 

カワヂシャ 河川、湿地、水路 
生育地の表土を工事前にトン袋に保管し、湿地

等の生育適地に移植する。 

 

 

【供用時】 

・公園等に植樹する樹種は、船橋市の公園緑地課と協議をした上で、在来植物を中心と

した種の選定を検討して緑地を造成する。 

・調整池内の緑化が可能な場所には、多孔質素材等による法面や擁壁の設置を検討する。 

・周辺区域の調整池や草地を湿地等の水辺環境の代替地としての活用を検討する。 
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3. 評価 

(1) 評価方法 

以下の項目について、植物への影響が事業者により実行可能な範囲内で出来る限り回避

され、又は低減されているかどうかを検証することにより評価した。また、環境保全措置

の検討を行ったときは、その実施内容及びその効果について明らかにした。 
 

・植物相の変化 

・重要な種及び地域の特性を把握する上で注目される種の生育状況の変化 

・植物群落の変化 

・植物自然度の変化 

 

(2) 評価結果 

① 植物相の変化 

対象事業実施区域の大部分は市街地となるが、海老川や念田川等の河川は現状のまま

維持される。また、調整池や公園内では緑地の保全、創出に配慮した環境保全措置を実施

すること、周辺区域の斜面林等は現況のまま残存することから、植物の生育に与える影

響をできるかぎり低減できるものと考えられる。 

以上のことから、植物相に与える影響については、事業者の実行可能な範囲内において

回避又は低減が図られているものと評価する。 
 

② 重要な種及び地域の特性を把握する上で注目される種の生育状況の変化 

保全対象種とした 6 種の重要な種について持続可能な生育適地への移植や表土の撒き

だし等の環境保全措置を実施し、実施後も定着まで経過観察及び生育地の保全をするこ

とで、重要な種に与える事業の影響を低減できるものと考えられる。 

以上のことから、重要な種に与える影響については、事業者の実行可能な範囲内におい

て回避又は低減が図られているものと評価する。 
 

③ 植物群落の変化 

対象事業実施区域の大部分は市街地となるが、海老川や念田川周辺の樹林や草地は水

辺環境と一帯となった植生として現状のまま維持される。また、調整池周辺や公園に緑

地を創出する等の環境保全措置を実施すること、周辺区域の斜面林等は現況のまま残存

することから、植物群落に与える影響をできるかぎり低減できるものと考えられる。 

以上のことから、植物群落に与える影響については、事業者の実行可能な範囲内におい

て回避又は低減が図られているものと評価する。 
 

④ 植物自然度の変化 

対象事業実施区域は現況の自然度が全体的に低い地域であるが、海老川や念田川等の

自然度が比較的高い水辺環境は現状のまま維持される。また、周辺区域の斜面林等は現

状のまま現存することから、植生自然度に与える影響をできるかぎり低減できるものと

考えられる。 

以上のことから、植生自然度に与える影響については、事業者の実行可能な範囲内にお

いて回避又は低減が図られているものと評価する。 
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